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広広報報平成平成２４２４年年５５月月１６１６日号日号 ２２

　日本一の生産量を誇る「一色

産うなぎ」や地元特産品をＰＲ

する、第4回三河一色うなぎま

つりを開催します。家族や友人

と一緒に、ぜひご来場ください。

日時　５月２６日松・２７日掌　午

前１０時～午後３時３０分

場所　一色さかな広場（一色町）

内容　「一色産うなぎ」や地域

の特産品の即売会、うなぎつ

かみ大会、一色中学校＆一色

高校吹奏楽部コンサート、郷

土太鼓競演、フラダンスショ

ー、つボイノリオトーク＆ラ

イブなど

入場料　無料

問合先　三河一色うなぎまつり

実行委員会事務局（商工観光

課内）、一色うなぎ漁業協同

組合（緯７２・８８４７／一色町）

第第４４回三河一色うなぎまつりを開催しま回三河一色うなぎまつりを開催しますす

▲昨年行われたうなぎつかみ大会の様子

人権擁護委員に黒野氏、石川氏を委人権擁護委員に黒野氏、石川氏を委嘱嘱

　４月１日に、黒野 慶  子 
けい こ

氏（一色町）と石川 始  史 
もと し

氏（一色町）が法務大臣

から人権擁護委員として

委嘱されました。任期は

３年間です。

髙須千莎子氏（一色町）、森野美砂代氏（一色町）

鈴木久治氏（吉良町）、岩瀬正氏（吉良町）、黒

野勇氏（吉良町）、内藤政枝氏（吉良町）、岩瀬

壽子氏（吉良町）、鈴木裕之氏（東幡豆町）、齊

藤マリ子氏（寺部町）、酒井勇夫氏（鳥羽町）

●人権法律相談を開設しています

　人権擁護委員は、活動の一環として毎月人権法律

相談を開設しています。学校や職場でのいじめや差

別、セクハラ、家庭内の暴行や虐待などの人権問題

でお困りの方は、気軽にご相談ください。

問合先　市民課戸籍担当

　そのほかの人権擁護委員は次の皆さんです。

▼小林紀美子氏（菅原町）、辻村義之氏（徳次町）、

松原滿男氏（徳永町）、禰冝田初惠氏（鵜ケ池町）、

新實八重子氏（平坂町）、山本光子氏（熱池町）、

野澤甲司氏（駒場町）、橋本尚道氏（一色町）、

▲黒野慶子氏 ▲石川始史氏

　自分で商売を始めたいと考えている方や現在創業

の準備を進めている方、起業をしているが経営に関

する知識を習得したい方などを対象に、創業の基礎

知識や資金調達などについて解説を聞き、信頼され

る創業計画づくりを体験する「創業支援セミナー」

を開催します。創業に年齢や性別の制限はありませ

ん。会社員や退職した方、主婦、学生など、興味の

ある方はぜひご参加ください。

対象　創業を予定している方や、創業・経営に興味

のある方。市外の方も参加できます。

日時　６月９日松・２３日松　午後１時３０分～４時

場所　西尾商工会議所会議室（２階）

内容と講師　右表のとおり

定員　５０人

参加料　無料

申込・問合先　申込書に必要事項を記入の上、５月

２１日捷から直接またはファクスで商工観光課商工

観光担当（胃５７・１３２１）へ。申込書は商工観光課、

商工会議所などに用意。電話でも申し込み可。

その他　定員に満たない場合は当日参加もできます。

創業支援セミナーを開催しま創業支援セミナーを開催しますす

内　　容　　と　　講　　師期 日

①創業の基礎知識とビジネスプランの立て方…税理
士　天野卓男氏　

②創業者に聞く　成功体験談
③計画的な資金調達…愛知県信用保証協会講師ほか
※セミナー後に個別相談コーナーを設置します。

９日松

①創業計画作成体験　②創業計画講評・助言　２３日松



３３ 平成平成２４２４年年５５月月１６１６日号日号広広報報

　市国際交流協会

では、高校生を姉

妹都市であるニュ

ージーランド・ポ

リルア市に派遣す

る「西尾市姉妹都

市親善訪問団」の

団員を募集します。この派遣は、ポリルア市の中・

高等学校への体験入学などを通して、国際的な視野

を広めていただくために行うものです。なお、ポリ

ルア市での滞在はホームステイを予定しています。

対象　市内在住または在学の高校生

※参加者は市国際交流協会に入会していただき、

帰国後ホームステイの受け入れなど、協会の諸

活動に協力していただきます。

派遣期間　８月１７日晶～２６日掌

募集人員　１０人

参加料　約１０万円（旅行費用と必要経費約２０万円の

うち、同協会から１０万円を助成）。ただし、傷害

保険、燃油特別付加運賃などは別途実費負担して

いただきます。

※参加料は例年のものを参考にしているため、今

後増減する可能性があります。

提出書類　

　①申込書（３か月以内に撮影した写真を貼付）　

②作文＝「ポリルア市訪問に期待すること（ ４ ０ ０ 

　字詰め原稿用紙で ６ ０ ０ ～ ８ ０ ０ 字）」

※申込書は、同協会事務局と市内５高等学校に用

意。同協会ホームページ（http : //www.japan-

net . ne . jp/~ nishio3 / ）からもダウンロード可。

提出書類は返却しません。

選考方法　

　①一次審査＝作文など

　②一次審査合格者の中から公開抽選で決定します。

応募期間　５月２１日捷～３１日昭　午前８時３０分～午

後５時（必着）

応募方法　提出書類を直接または郵送で同協会事務

局（〒 ４ ４ ５ －８５０１住所不要）へ。代理人による申

し込みもできます。

問合先　市国際交流協会事務局（市民協働課内）

高校生姉妹都市親善訪問団員を募高校生姉妹都市親善訪問団員を募集集

▲
ポ
リ
ル
ア
市
の
風
景

　国民健康保険特定健康診査（国保特定健診）・後

期高齢者健康診査（後期高齢者健診）を行います。

対象　４０歳以上の国民健康保険加入者または後期高

齢者医療保険加入者

健診内容　次のいずれかを選択して受診します。

①基本コース…国保特定健診・後期高齢者健診

②がん検診追加コース…国保特定健診・後期高齢

者健診＋がん検診

③人間ドックコース…国保特定健診・後期高齢者

健診項目＋がん検診＋追加検診

※６５歳以上の方（要支援・要介護認定者を除く）

は、介護予防のための介護予防チェックを同時

に実施します。

健診場所　 ▼基本コース…指定医療機関または集団

健診会場（西尾市保健センター、吉良保健センタ

ー、一色健康センター、幡豆いきいきセンター、

ふれあいセンターなど）　 ▼がん検診追加コース

・人間ドックコース…西尾幡豆医師会健康管理セ

ンター（西尾市保健センター内）

　※集団健診会場で受ける基本コースの予約は不要

です。同会場では、肺がん・結核検診（胸部Ｘ

線）を同時に実施します。また、心電図や眼底

検査も必要に応じて行っており、一部のがん検

診（大腸・前立腺・胃・乳・子宮頸）を同時に

行うこともできます。

受診方法　受診するには、下表のとおり、対象者の

誕生月ごとに、５月から６月にかけて順次発送す

る受診券が必要です。受診券の到着後、個別に指

定医療機関などに予約してから受診してください

（集団健診を除く）。予約方法や日程の詳細は受

診券に同封されている案内をご覧ください。

問合先　 ▼国保特定健診…保険年金課国民健康保険

担当　 ▼後期高齢者健診…保険年金課医療担当　

▼介護予防チェック…長寿課地域支援事業担当

健  診  実  施  期  間発送時期誕 生 月

６月１日～２５年１月末日５月中旬４～７月

受 診 券 到 着 後 ～ ２ ５ 年 １ 月 末 日６月上旬８～１１月

〃６月中旬１２、１～３月

国民健康保険特定健康診査・後期高齢国民健康保険特定健康診査・後期高齢者者健康診健康診査を行います査を行います



広報平成２４年５月１６日号 ４

共通事項　電話や郵送での申し込みは不可。ただし、母子福

祉センターガーデニング講座は電話での申し込みも可。代

理人による申し込みもできますが、１人につき１人（組）

まで。申込者が少ないときは開講しない場合があります。

■受 受講料　■教 教材費（材料費）

対象　市内在住の母子家庭の親

申込期間　５月２２日昇～３１日昭　午前９時～午後５

時

申込・問合先　直接または電話で市社会福祉協議会

（緯５６・５９００／総合福祉センター内）へ。先着順。

その他　ボランティアによる託児があります。

講　師費　  用定員内　　　容場　　　　所日　　時

成田典代氏■教 ２，０００円程度１５人
涼しげな夏の寄せ植えを楽し
みます

総合福祉センター創作室（２階）
６月１７日掌
午後１時３０分～３時

母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー母子福祉センター ガガガガガガガガガガーーーーーーーーーーデデデデデデデデデデニニニニニニニニニニンンンンンンンンンンググググググググググガーデニング講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座講座

対象　市内在住の６０歳以上の方。初心者を優先。

申込期間　５月２１日捷～２５日晶　午前９時～午後５

時

申込・問合先　直接市社会福祉協議会（緯５６・５９００

／総合福祉センター内）へ。先着順。申込開始時

に定員を超えた場合は抽選。

講　師費  用定員内　　　容日　　時　　・　　場　　所　　な　　ど

安井末治氏■受 ６００円１５人
グラウンドゴルフの基礎を
学びます

▲

講義…６月１２日昇　午後１時３０分～３時３０分　総合福祉セン
ター創作室（２階）　

▲

実技…６月１９日昇・２６日昇　午後１時
３０分～３時３０分　グラウンドゴルフ２３（岡島町）

老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー老人福祉センター ググググググググググララララララララララウウウウウウウウウウンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴルルルルルルルルルルフフフフフフフフフフ講講講講講講講講講講グラウンドゴルフ講座座座座座座座座座座座

講   師費  用定員内　　　　容日　　　時講　 座　 名

榊原稔氏■受 ４００円１５組
郷土の歴史や歴史上の人物などを学び
ます

６月１６日松・３０日松
全２回　午前１０時～１１時３０分

子ども大学特別講座
郷土の歴史

対象　市内在住または在学の小・中学生とその保護

者

申込期間　５月２０日掌～６月３日掌　午前９時～午

後８時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込・問合先　受講料を持参の上、直接一色町公民

館（緯７２・３４１１）へ。先着順。

一一一一一一一一一一色色色色色色色色色色町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民一色町公民館館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座講座

講　 師費   用定員内　　　   容日　 　　時講　 座　 名

花井百合江氏
■受 ６００円
■教 １，０００円

１０組
ホホバオイルを使ったマッサージで
赤ちゃんとふれあいます

７月３日昇・１０日昇・２４日昇
全３回　午後１時３０分～３時

ベビーとママのニコ
ニコマッサージ

対象　市内在住の生後６か月～１歳６か月のお子さ

んとその母親

申込期間　５月２２日昇午前９時～６月３日掌。ただ

し、月曜日を除く。

申込・問合先　直接幡豆公民館（緯６３・０１３０）へ。

申込期間内に定員を超えた場合は抽選。定員に達

しない場合は、申込期間を過ぎても申し込みでき

ます。

幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民幡豆公民館館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

講　師費   用定員内　　　　容場　所日　　時講　 座　 名

野口富雄氏■受 ２００円１０組
針金を使ってアメンボのおもちゃを
作り、水遊びをします

幡豆ふれあい
センター

６月３０日松
午前９時３０分～１１時

針金のアメンボで
遊ぼう！

対象　市内在住の年長児相当～小学生のお子さんと

その親

申込期間　５月２２日昇午前９時～６月３日掌。ただ

し、月曜日を除く。

申込・問合先　直接幡豆公民館（緯６３・０１３０）へ。

申込期間内に定員を超えた場合は抽選。定員に達

しない場合は、申込期間を過ぎても申し込みでき

ます。

ちちちちちちちちちちびびびびびびびびびびっっっっっっっっっっ子子子子子子子子子子科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学ススススススススススククククククククククーーーーーーーーーーちびっ子科学スクールルルルルルルルルルル



日
時
　
▼
5
月
　
日
松
…
午
前
９

２６

時
～
午
後
５
時
　
▼
　
日
掌
…

２７

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
　
吉
良
町
公
民
館

内
容
　
絵
画
、
水
墨
画
、
写
真
、

短
詩
、
陶
芸
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ

ー
、
茶
華
の
作
品
展
示
。
民
謡
、

大
正
琴
、
詩
吟
、
舞
踊
の
芸
能

発
表
。

問
合
先
　
吉
良
地
域
文
化
協
会
事

務
局
（
緯
０
９
０
・
１
７
２
６

・
１
８
８
７
）

日
時
　
６
月
２
日
松
・
３
日
掌
　

午
前
９
時
　
分
～
午
後
４
時

３０

場
所
　
一
色
町
公
民
館
、
一
色
学

び
の
館

内
容
　
書
道
、
日
本
画
、
絵
手
紙
、

写
真
、
短
歌
、
洋
画
、
俳
句
、

ち
ぎ
り
絵
、
愛
石
、
愛
ひ
ょ
う

会
、
陶
芸
、
切
手
同
好
会
、
盆

石
の
　
部
会
と
一
色
中
学
校
の

１３

生
徒
に
よ
る
作
品
展
示
。
３
日

掌
午
前
　
時
か
ら
午
後
３
時
ま

１０

で
、
倶
楽
地
庵
で
茶
会
を
開
催

し
ま
す
。

問
合
先
　
一
色
地
域
文
化
協
会
事

務
局
（
緯
　
・
６
９
６
６
）

７３

　
教
科
書
に
対
し
て
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
の
教
科
書
の
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
　
日
昇
～
７
月
５
日

１２

昭
。
た
だ
し
、
月
曜
日
と
６
月

　
日
昭
を
除
く
。

２１
場
所
・
問
合
先
　
西
尾
教
科
書
セ

ン
タ
ー
（
緯
　
・
６
２
０
０
／

５６

西
尾
市
立
図
書
館
内
）

対
象
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
が
あ
る
方

日
時
　
６
月
６
日
昌
　
午
前
　
時
１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館
研
修
室

内
容
　
学
校
な
ど
で
の
読
み
聞
か

せ
に
お
勧
め
の
本
（
主
に
夏
の

本
や
新
刊
本
）
を
紹
介
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
松
か

１９

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
一
色

学
び
の
館
（
緯
　
・
３
８
８
０
）

７２

へ
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

　
読
書
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
学
び
、

子
ど
も
司
書
と
し
て
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
立
図
書
館
貸
出
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
小
学
５
・
６
年

生
、
中
学
生

期
間
　
６
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬

ま
で
の
全
　
回
１２

定
員
　
　
人
２０

申
込
期
間
　
５
月
　
日
掌
～
６
月

２０

　
日
掌
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を

１０除
く
。

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
西
尾
市
立

図
書
館
へ
。
申
込
書
は
同
館
と

各
分
館
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６
対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
６
月
　
日
昌
　
午
前
９
時

２０

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
一
色
町
公
民
館

内
容
　
グ
ル
ー
プ
で
１
丁
の
豆
腐

を
大
豆
か
ら
作
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
３
０
０
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
一
色
食
育
グ
ル
ー
プ

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昇
か

２９

ら
６
月
　
日
昌
ま
で
に
、
電
話

１３

で
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　３２

・
３
０
０
１
）
へ
。

　
Ｃ
Ｍ
曲
「
ア
ヒ
ル
の
ワ
ル
ツ
」

や
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
「
ド

コ
ノ
コ
ノ
キ
ノ
コ
」
で
お
な
じ
み

の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ト
リ
オ
・

ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
ヨ

ー
ロ
ピ
ア
ン
な
ひ
と
と
き
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
　
日
松
　
午
後
１
時

２３

　
分
開
場
、
２
時
開
演

３０
場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

出
演
　
都
丸
智
栄
（
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
）
、ウ
エ
ッ
コ
（
ギ
タ
ー
）、

ヨ
ー
ス
毛
（
チ
ェ
ロ
）

入
場
料
　
１
５
０
０
円
（
全
席
自

由
）

　
※
３
歳
以
上
入
場
可
。
託
児
が

必
要
な
場
合
は
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
１
人
５

０
０
円
）
。

入
場
券
販
売
場
所
　
岩
瀬
文
庫
、

文
化
会
館
、
一
色
町
公
民
館
、

吉
良
町
公
民
館
、
幡
豆
公
民
館
、

お
し
ろ
タ
ウ
ン
・
シ
ャ
オ
の
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ッ

ク
ス
（
文
化
会
館
内
）
、
に
し

お
観
光
案
内
所
（
名
鉄
西
尾
駅

構
内
）
、
道
の
駅
に
し
お
岡
ノ

山
、
さ
ん
が
い
亭

　
※
車
椅
子
席
は
岩
瀬
文
庫
で
販

売
し
ま
す
。
前
売
り
券
完
売

の
場
合
、
当
日
券
は
販
売
し

ま
せ
ん
。

そ
の
他
　
都
合
に
よ
り
出
演
者
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
庶
務
担
当

（
緯
　
・
６
６
６
０
／
岩
瀬
文

５６

庫
内
）

吉
良
地
域
文
化
協
会
　
第
　
回
文

37

協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

子
ど
も
司
書
養
成
講
座

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

５ 平成２４年５月１６日号広報

一
色
地
域
文
協
祭

大
人
の
た
め
の

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
会

教
科
書
展
示
会

豆
腐
作
り

第
５
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ



●
米
つ
く
り
英

　
棚
田
で
田
植
え
を
し
よ
う

日
時
　
６
月
３
日
掌
　
午
前
９
時

～
正
午

集
合
場
所
　
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里
の
棚
田

内
容
　
手
作
業
で
田
植
え
を
行
い
、

米
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
５０

講
師
　
当
園
職
員

持
ち
物
な
ど
　
田
植
え
の
で
き
る

服
装
、
着
替
え
、
水
筒
、
帽
子

な
ど

申
込
開
始
日
　
５
月
　
日
掌

２０

●
体
験
学
習
会

　
自
然
を
描
く
～
絵
手
紙
～

日
時
　
６
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１０

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

集
合
場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

内
）

内
容
　
里
山
の
自
然
を
題
材
と
し

た
絵
手
紙
を
描
き
ま
す
。

定
員
　
　
人
２０

講
師
　
市
川
百
合
子
氏

持
ち
物
な
ど
　
筆
記
用
具
、
作
業

の
で
き
る
服
装
、
作
業
用
手
袋

な
ど

申
込
開
始
日
　
５
月
　
日
掌

２７

●
き
の
こ
観
察
会

　
梅
雨
期
の
キ
ノ
コ
を
さ
が
そ
う

日
時
　
６
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１７

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

集
合
場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

内
）

内
容
　
里
山
の
自
然
に
生
え
る
梅

雨
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ノ
コ
を

観
察
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

講
師
　
中
條
長
昭
氏

持
ち
物
な
ど
　
筆
記
用
具
、
手
袋
、

動
き
や
す
い
服
装
な
ど

申
込
開
始
日
　
６
月
３
日
掌

◆
共
通
事
項

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
電
話
で
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
２

５２

６
６
）
へ
。

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
親
子
で
黒
豆
の
種
ま
き
や
収
穫

の
農
業
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
▼
種
ま
き
…
６
月
　
日
掌

２４

午
前
　
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

１０

▼
収
穫
…
９
月
下
旬
か
ら
　
月
１０

上
旬
（
予
定
）

　
※
種
ま
き
に
参
加
し
た
方
に
は

収
穫
時
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
。
で
き
る
だ
け
両
方
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所
　
Ｊ
Ａ
西
三
河
高
河
原

資
材
セ
ン
タ
ー
（
高
河
原
町
）

定
員
　
親
子
　
組
２０

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

講
師
　
稲
作
青
年
部
会
員

持
ち
物
な
ど
　
作
業
の
で
き
る
服

装
、
着
替
え
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

軍
手
、
長
靴
な
ど

申
込
・
問
合
先
　
５
月
　
日
昭
ま

３１

で
に
氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

・
小
学
校
名
を
直
接
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林
水

産
課
農
畜
産
担
当
（
胃
　
・
１

５７

３
２
２
／
死n

o
u
su
i@
city
.n
is

h
io
.lg
.jp

）へ
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
太
陽
観
望
会
・
夜
間
観
望
会

　
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

月
、
火
星
、
土
星
、
星
団
、
二
重

星
な
ど
が
観
察
で
き
ま
す
。

日
時
　
６
月
２
日
松
・
　
日
松
　

１６

▼
太
陽
観
望
会
…
午
後
２
時
～

４
時
　
▼
夜
間
観
望
会
…
午
後

７
時
～
８
時
　
分
３０

●
金
星
太
陽
面
通
過
観
望
会

　
太
陽
、
金
星
、
地
球
が
直
線
上

に
並
び
、
金
星
が
太
陽
の
前
を
通

過
す
る
珍
し
い
現
象
（
次
回
は
１

０
５
年
後
）
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
６
日
昌
　
午
前
９
時

～
午
後
１
時
　
分
５０

◆
共
通
事
項

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
夜
間
観
望
会
に
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
参
加
す

る
場
合
は
保
護
者
同
伴
　
②
悪

天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

曇
天
な
ど
、
不
明
な
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先
　
寺
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１
７
７
）

５８

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
登
録
団
体

募
集

チ
ー
ム
員
の
構
成
　
小
学
生
以
上

の
方
　
人
以
上
と
、
成
人
指
導

１０

者
１
人
以
上

年
間
登
録
料
　
団
員
５
０
０
円
、

指
導
者
１
４
０
０
円

登
録
有
効
期
間
　
認
定
日
か
ら
　２５

年
３
月
　
日
ま
で

３１

そ
の
他
　
前
年
度
に
登
録
し
て
い

る
団
体
も
改
め
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
・
問
合
先
　
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
　
日
３０

松
ま
で
に
直
接
市
体
育
協
会
事

務
局
（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総

５４

合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
へ
。

申
請
書
は
総
合
体
育
館
に
用
意
。

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
募
集

　
入
団
希
望
者
は
各
登
録
団
体
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

登
録
団
体
　
▼
西
尾
空
手
道
…
小

村
（
緯
　
・
３
２
６
８
）
　
▼

５４

西
尾
な
ぎ
な
た
…
小
林
（
緯
　５７

・
３
６
４
８
）
　
▼
吉
良
空
手

道
…
杉
浦
（
緯
　
・
３
１
３
４
）

３５

▼
西
尾
花
ノ
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

…
三
枝
（
緯
　
・
９
５
９
３
）

５６

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

　
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で

は
、
小
学
生
対
象
の
ミ
ニ
バ
ス
チ

ー
ム
と
中
学
生
対
象
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
の
選
手
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
（
緯
　
・
１
１
７
７
）
、

３５

ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当
（
緯
　５４

・
０
０
０
２
／
総
合
体
育
館
内
）

広広報報平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号 ６６

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

６
月
の
催
し

天
体
観
望
会

親
子
農
業
体
験

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

小
・
中
学
生
選
手
の
募
集

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
団
体
を
募
集



　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

の
た
め
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
介
護
者

同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
悩
み
を

一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
５
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

２３

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
市
役
所
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
会
議
室

５３

　
（
５
階
）

費
用
　
無
料
（
場
合
に
よ
り
飲
食

代
な
ど
の
実
費
負
担
あ
り
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
新
た

に
発
生
し
た
り
、
資
格
要
件
が
変

わ
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
は
　
日
１４

以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
以
内
に
届
け
出
を
し
な
か
っ

１４た
場
合
は
、
医
療
費
が
全
額
自
己

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
要
な
場
合

●
国
民
健
康
保
険
に
入
る
と
き

　
・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
と
き

　
・
今
ま
で
入
っ
て
い
た
健
康
保

険
を
や
め
た
と
き

　
・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

●
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

　
・
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

　
・
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と

き

　
・
死
亡
し
た
と
き

●
そ
の
他

　
・
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
と
き

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当

　
現
在
　
歳
未
満
で
国
民
健
康
保

６５

険
に
加
入
し
、
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
の
中
で
、
次
の
条
件
に
該

当
す
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族
は
退

職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
す
で
に
退
職
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
届
け
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
　
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組

合
な
ど
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
け
て
い
て
、
加
入
期
間

が
　
年
以
上
、
ま
た
は
　
歳
以

２０

４０

後
の
期
間
が
　
年
以
上
あ
る
方

１０

届
け
出
期
限
　
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
て
か
ら
　
日
以
内

１４

持
ち
物
　
年
金
証
書
、
印
鑑
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

そ
の
他
　
扶
養
家
族
は
、
所
得
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
に
加
入
予
定
の
方
で
、

退
職
医
療
制
度
に
該
当
す
る
場

合
は
、
加
入
時
に
年
金
証
書
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
・
問
合
先
　
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
担
当

　
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
・
軽
自

動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に

納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。
名

義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
手
続
き
が

３
月
末
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
な
い

場
合
は
税
金
が
発
生
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
自
動
車
税

　
納
税
通
知
書
を
５
月
上
旬
に
送

付
し
ま
し
た
。
最
寄
り
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま

た
は
県
税
事
務
所
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先
　
西
三
河
県
税
事
務
所
課

税
第
二
課
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ

（
緯
０
５
６
４
・
　
・
２
７
１

２７

２
）

●
軽
自
動
車
税

　
納
税
通
知
書
を
５
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
市

役
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
税
務
課
税
制
担
当

　
寺
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

７
月
７
日
松
・
８
日
掌
に
「
七
夕

展
・
星
☆
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

そ
れ
に

伴
い
、

七
夕
や

星
を
テ

ー
マ
と

し
た
写

真
、
イ

ラ
ス
ト
、

絵
画
、
工
作
な
ど
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
七
夕
や
星
に
ち
な

ん
だ
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
作

品
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
　
５
月
　
日
晶
～
６
月

２５

　
日
晶
　
午
前
９
時
～
午
後
９

２２時
。
た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

展
示
日
時
　
▼
７
月
７
日
松
…
午

前
９
時
～
午
後
８
時
　
分
　
▼

３０

８
日
掌
…
午
前
９
時
～
午
後
４

時
申
込
・
問
合
先
　
直
接
寺
津
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１

５８

７
７
）
へ
。

７ 平成２４年５月１６日号広報

▼開館時間…午前９時～午後５時　

▼休館日…月曜日。月曜日が祝日の

場合は火曜日も休館　 ▼入場料…無

料　 ▼申込方法…利用する週の月の

６か月前の月始めから直接岩瀬文庫

へ。先着順。電話での申し込み不可。

▼その他…上記の内容は出展者の都

合により変更する場合があります。

期   間 ・ イ   ベ   ン   ト   名

５月２２日昇午後１時～２７日掌午後
４時…彩のきらめき絵画展

５月２９日昇午前１０時～６月１０日掌
午後３時…花のスケッチ四季の会
作品展

６月１２日昇午後１時～１７日掌午後
４時…桧木孝児絵画展

問合先　文化振興課庶務担当
（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

国
民
健
康
保
険
　
こ
ん
な

と
き
は
必
ず
届
け
出
を

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制
度

自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
　
日
で
す

３１

七
夕
展
・
星
☆
展

出
展
作
品
募
集

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２



　
市
で
は
、
　
年
度
中
に
地
域
密

２４

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を

整
備
す
る
に
あ
た
り
、
整
備
事
業

者
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
既
設
の
社
会
福
祉
法
人

整
備
施
設
　
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
（
定
員
　
人
）
と

２９

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
（
登
録
定
員
　
人
）
を
併

２５

設
し
た
施
設
１
か
所

申
請
期
間
　
５
月
　
日
昌
～
６
月

１６

　
日
晶
　
午
前
８
時
　
分
～
午

１５

３０

後
５
時

申
請
・
問
合
先
　
事
前
に
電
話
で

予
約
し
た
上
で
、
必
要
書
類
を

長
寿
課
介
護
保
険
給
付
担
当
へ
。

郵
送
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
要
領
は
同
課
に
用
意
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
旧
幡
豆
郡
の
三
河
湾
沿
岸
で
は
、

昭
和
　
年
代
ま
で
塩
田
に
よ
る
製

４０

塩
業
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
市

で
は
特
色
あ
る
当
地
域
の
塩
づ
く

り
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
塩

づ
く
り
体
験
」
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
体
験
を
手
伝

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
対
象
に
、

製
塩
方
法
や
塩
作
り
の
歴
史
を
学

ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
な
ど
　
①
６
月
９
日
松
　
午

前
　
時
～
　
時
　
分
…
塩
田
の

１０

１１

３０

歴
史
　
②
６
月
　
日
松
　
午
前

２３

　
時
～
　
時
　
分
…
入
浜
式
塩

１０

１１

３０

田
に
お
け
る
製
塩
方
法
　
③
６

月
　
日
松
　
午
前
９
時
　
分
～

３０

３０

午
後
４
時
…
復
元
塩
田
で
の
塩

作
り
実
習
（
雨
天
の
場
合
は
７

月
１
日
掌
に
順
延
）

場
所
　
吉
良
歴
史
民
俗
資
料
館
　

定
員
　
　
人
１５

参
加
料
　
無
料

講
師
　
市
学
芸
員
、
塩
田
経
験
者

申
込
・
問
合
先
　
文
化
振
興
課
文

化
財
担
当
（
緯
　
・
２
４
５
９

５６

／
岩
瀬
文
庫
内
）

日
時
　
６
月
３
日
掌
　
午
前
　
時
１０

　
分
３０

場
所
　
大
浦
湾
（
佐
久
島
中
学
校

前
）

内
容
　
ア
マ
モ
の
苗
を
ポ
ッ
ト
に

移
し
、
海
に
定
植
さ
せ
る
簡
単

な
作
業
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
１
０
０
人

申
込
方
法
　
5
月
　
日
掌
ま
で
に

27

電
話
で
弁
天
サ
ロ
ン
（
緯
　
・
78

2
0
0
1
）
へ
。
た
だ
し
、
月

曜
日
を
除
く
。

問
合
先
　
佐
久
島
振
興
課
離
島
振

興
・
渡
船
担
当
（
緯
　
・
９
６

７２

０
７
／
一
色
支
所
内
）

　
市
に
対
す
る
申
請
や
届
け
出
な

ど
の
手
続
き
の
一
部
を
、
自
宅
や

職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
「
あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出

シ
ス
テ
ム
」
で
利
用
で
き
る
手
続

き
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

利
用
開
始
日
時
　
６
月
１
日
晶
　

正
午

対
象
手
続
き
　
①
上
下
水
道
使
用

開
始
の
届
け
出
　
②
上
下
水
道

使
用
中
止
の
届
け
出
　
③
上
下

水
道
使
用
者
変
更
の
届
け
出
　

④
犬
の
登
録
事
項
の
変
更
の
届

け
出
　
⑤
犬
の
死
亡
の
届
け
出

⑥
犬
の
所
在
不
明
の
届
け
出
　

⑦
犬
の
海
外
渡
航
の
届
け
出

問
合
先
　
水
道
管
理
課
営
業
担
当

（
水
道
庁
舎
内
）
、
環
境
保
全

課
環
境
保
全
担
当
（
緯
　
・
８

３４

１
１
１
／
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
）

　
市
で
は
、
市
内
の
環
境
を
美
化

し
て
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
毎
年
５
月
　
日
か
ら
６
月
５

３０

日
ま
で
を
「
ご

み
散
乱
防
止
市

民
行
動
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

自
宅
の
周
り
や
町
内
で
の
一
斉
清

掃
な
ど
を
行
い
、
ご
み
の
な
い
快

適
な
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
次
の
と
お
り
施
設
を

開
場
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
家
庭
系
ご
み
は
１
０
０
手

ま
で
無
料
で
処
分
で
き
ま
す
。
ご

み
の
出
し
方
な
ど
詳
し
く
は
、
各

施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
６
月
２
日
松
・
３
日
掌
…
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
８
１

３４

１
２
）
、
平
原
地
区
最
終
処
分

場
（
緯
　
・
２
１
０
６
）

５２

▼
６
月
３
日
掌
…
吉
良
地
区
最
終

処
分
場
（
緯
　
・
３
６
３
６
）

３２

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当
（
水
道
庁
舎
内
）

広広報報平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号 ８８

ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
の
整
備
事
業
者
を
公
募

　安城若者サポートステーションでは、

厚生労働省から受託して「どんな仕事が

向いているのか分からない」「自分に自

信が持てない」など、就労や人間関係に

悩む若者やその家族の相談に乗り、職業

的自立に向けての支援を行っています。

▼問合先／安城若者サポートステーショ

ン（緯＆胃０５６６・９５・３１３７／死ansapo@

nponiji.org／安城市花ノ木町）

　どなたでも参加できるウオーキング大

会です。 ▼日時／５月２０日掌　午前８時

３０分受け付け、９時開始※雨天決行。 ▼

集合場所／蒲郡市民会館前広場（蒲郡市

栄町／名鉄蒲郡駅南西約 ５ ０ ０ ｍ） ▼コー

ス／①ロングコース（約１４灼）②ショー

トコース（約７灼） ▼参加料／ ２ ０ ０ 円

（中学生以下 １ ０ ０ 円）※傷害保険料など。

▼その他／事前の申し込みは不要。駐車

場はありませんので、公共交通機関を利

用してください。飲み物や弁当などは各

自で準備してください。 ▼問合先／県健

康対策課（緯 ０ ５ ２ ・ ９ ５ ４ ・６２６９）

健康長寿あいちウオー健康長寿あいちウオークク
～海風そよぐ蒲郡をめぐる～海風そよぐ蒲郡をめぐる～～

催し

情情 報報 通通 信信

安城若者サポートステーショ安城若者サポートステーションン

相談

「
塩
づ
く
り
体
験
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
で

利
用
可
能
な
手
続
き
が
増
え
ま
す

佐
久
島
の
ア
マ
モ
移
植
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集



●
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習

会
講
習
日
　
６
月
　
日
昇

１９

場
所
　
西
尾
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
研
修
室
（
２
階
）

定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
６
月
５
日
昇
（
必
着
）

申
込
先
　
鋤
愛
知
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
　
年
度

２４

第
３
回
）

試
験
日
　
７
月
８
日
掌
　

試
験
会
場
　
名
城
大
学
天
白
キ
ャ

ン
パ
ス
（
名
古
屋
市
天
白
区
）

試
験
の
種
類
　
全
種
類

申
込
期
間
　
５
月
　
日
捷
～
６
月

２８

６
日
昌

申
込
先
　
除
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
支
部

●
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
（
　２４

年
度
第
１
回
）

対
象
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
て
、
現
在
危
険

物
製
造
所
な
ど
で
そ
の
取
り
扱

い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

日
時
　
７
月
　
日
昌
　
▼
一
般
…

１８

午
前
　
▼
給
油
取
扱
所
…
午
後

場
所
　
高
浜
市
立
中
央
公
民
館

（
高
浜
市
湯
山
町
）

申
込
期
限
　
５
月
　
日
昭

３１

申
込
先
　
鋤
愛
知
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会

そ
の
他
　
そ
の
他
の
日
時
・
場
所

も
あ
り
ま
す
。

◆
共
通
事
項

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
で
各
団
体

へ
。
申
込
書
は
市
消
防
本
部
に

用
意
。

送
付
先
　
〒
　
ー
０
０
１
１
名
古

４６１

屋
市
東
区
白
壁
１
ー
　５０

　
※
各
団
体
共
通
。

そ
の
他
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
担
当
（
緯
　
・
２
１
１
０
）

５６

　
６
月
１
日
か
ら

六
万
石
く
る
り
ん

バ
ス
の
停
留
所
を

次
の
と
お
り
一
部

変
更
し
ま
す
。

変
更
点
　
▼
市
役
所
停
留
所
（
市

街
地
線
・
西
廻
り
線
・
東
廻
り

線
）
…
市
役
所
南
玄
関
に
乗
り

入
れ
ま
す
。
　
▼
文
化
会
館
停

留
所
（
市
街
地
線
）
…
文
化
会

館
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
に
移
動
し

ま
す
。

問
合
先
　
交
通
対
策
課
交
通
対
策

担
当

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

９ 平成２４年５月１６日号広報

《このコーナーに掲載する記事を募集》申し込みは所定の投稿用紙に必要事項を記入の上、掲載を希望する号の前月の１０日までに、直接または

ファクスで情報課広報担当（胃５７・１３１３）へ。投稿用紙は同担当に用意。また、市のホームページからもダウンロードできます。ただし、紙面

の都合により掲載できない場合もあります。営利目的や政治・宗教関係、特定の人や団体のみを対象とした記事などはお断りします。

　このコーナーの内容は市民の皆さんなどからの原稿を基に作

成しています。費用が無料のもの、どなたでも参加できるもの、

申し込み期限などの期日の定めがないものは、金額、対象者、

期日を記載していません。紙面の都合で全てをお伝えできませ

んので詳細については各記事の問合先に確認してください。

西尾市民吹奏楽団チャリティーコ
ンサート２０１２

▲

日時／６月３日掌　午後１時３０分開場、

２時開演

▲

場所／文化会館大ホール

▲

テー

マ／ジブリ音楽特集

▲

指揮／寺島康朗氏

▲

入場料／小学生以上 ５ ０ ０ 円

▲

チケット販売

所／中善楽器、ジャックス（文化会館内）

ほか

▲

その他／ロビーに募金箱を設置しま

す。

▲

問合先／西尾市民吹奏楽団　大竹

（緯 ０ ９ ０ ・８４７０・５６２０／吉良町）

催し

三河歯科衛生専門学校市民公開講座

▲
日時／５月２７日掌　午前１０時

▲

場所／三

河歯科衛生専門学校（岡崎市岡町）

▲

演題

／産婦人科医が語る、生と性、そして死と▲

講師／名古屋大学医学部附属病院　梶山

広明氏

▲

問合先／三河歯科衛生専門学校

（緯０５６４・４８・6680）

講座

西尾アレルギーの会アレッ子元気

　アレルギー児（小学生くらいまで）を持

つ親の交流や勉強会を月１回開催していま

す。ぜひ、ご参加ください。

▲

日時／５月

１８日晶、６月２日松　午前１０時～正午

▲

場

所／総合福祉センター洗心庵（４階）

▲

参

加料／１回 １ ０ ０ 円

▲

問合先／浜詰（緯 ０ ９ ０ 

・３５８０・１５４５／戸ケ崎三丁目）

募集
親子ワイワイクラブのお友達

　親子で仲良く遊びます。月に３回開催し

ていますので、お気軽に見学（無料）へお

越しください。●ワイワイチーム

▲

対象／

２・３歳児とその保護者

▲

日時／毎回水曜

日　午前１０時～１１時３０分

▲

場所／にしお市

民活動センター軽運動室●あひるちゃんチ

ーム

▲

対象／１・２歳児とその保護者

▲

日

時／毎回木曜日　午前１０時～１１時３０分

▲

場

所／鶴城ふれあいセンターふれあいルーム

◆共通事項

▲

費用／月額（３回） ２，０ ０ ０ 円▲

問合先／早川（緯５４・３８５８／天神町）

募集

友国作業所祭り

　飲食物やゲームの模擬店が並び、一色高

校和太鼓部「いっしき」の演奏などが行わ

れます。

▲

日時／６月１６日松　午前１１時～

午後２時

▲

場所・問合先／社会福祉法人幡

豆福祉会友国作業所（緯３５・１８９１／吉良町）

催し

ベビーマッサージ＆アロマ教室

　親子の絆を深めるベビーマッサージと夏

に向けてアロマでスリミングジェル作りを

行います。

▲

対象／生後２か月からハイハ

イする前までのお子さんとその保護者

▲

日

時／６月１５日晶・２２日晶・２９日晶、７月６

日晶　午前１０時３０分～１１時３０分

▲

場所／ホ

ワイトウェイブ２１和室

▲

定員／１０組（先着

順）

▲

費用／ ４ ，０ ０ ０ 円

▲

申込・問合先／５

月３１日昭までに電話で鈴木（緯 ０ ９ ０ ・６７６０

・０３６８／岡崎市上和田町）へ。

講座

危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保

安
に
関
す
る
講
習
・
試
験

六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
の

停
留
所
を
一
部
変
更



管
理
を
地
元
団
体
等
に
委
託
す
る
よ
う
に
要

望
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
地
元
で
管
理
の
受
け
皿
づ
く
り
を
し
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
や
相
談
を
受
け
て
お
り
、

動
向
に
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
新
市
は
海
岸
線
が
大
幅
に
増
え
、
市
域

の
６
割
以
上
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
津
波
な
ど
の
防
災

対
策
は
万
全
で
す
か
。

　
　
県
で
は
、
堤
防
の
耐
震
化
率
１
０
０
％

を
目
標
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
津
波
対
策
は
標
高
マ
ッ
プ
の
配
布
、
標

高
表
示
板
の
設
置
及
び
　
か
所
の
津
波
一
時

１７

待
避
所
な
ど
を
利
用
し
、
避
難
行
動
を
呼
び

か
け
る
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
の
旧
３

町
の
市
街
化
区
域
内
の
生
産
緑
地
は
ど
の
よ

う
に
し
ま
す
か
。

　
　
農
業
の
継
続
が
可
能
で
あ
り
、
一
定
の

条
件
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
生
産
緑
地
と
し
て

決
定
し
ま
す
。

　
　
目
に
見
え
る
具
体
的
な
施
策
を
行
う
た

め
、
公
共
施
設
の
再
配
置
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の

実
施
と
実
施
計
画
を
策
定
す
る
「
公
共
施
設

経
営
室
」
及
び
未
収
債
権
の
徴
収
及
び
適
正

な
管
理
を
行
う
「
債
権
回
収
対
策
室
」
を
設

置
し
ま
す
。

　
　
企
業
誘
致
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
成
果
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
中
畑
・
平
坂
地
区
、
平
原
地
区
及
び
友

国
地
区
に
工
場
の
進
出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
深
池
地
区
を
始
め
４
地
区
に
進
出
を
希

望
す
る
企
業
が
あ
り
立
地
に
向
け
て
努
力
し

て
い
ま
す
。

　
　
六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
の
利
用
向
上
等

の
対
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
１
便
当
り
の
利
用
状
況
は
、
平
成
　
年
１９

度
の
５
・
６
人
か
ら
平
成
　
年
度
は
７
・
８

２３

人
と
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
度

２４

で
計
画
し
て
い
る
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

を
導
入
す
れ
ば
、
更
に
利
用
者
は
増
加
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
の
活
性
化
の
た
め
、

………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

度
に
は
８
事
業
４
千
６
４
０
万
円
が
削
減
で

き
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
　
合
併
に
よ
り
肥
大
化
し
た
行
政
機
構
を

見
直
し
、
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

　
　
支
所
機
能
の
一
部
見
直
し
と
職
員
の
定

員
適
正
化
計
画
に
合
わ
せ
、
職
員
採
用
の
縮

減
を
進
め
ま
す
。

　
　
行
財
政
改
革
推
進
計
画
第
４
次
実
行
計

画
の
内
容
と
削
減
目
標
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
一
律
的
な
削
減
で
は
な
く
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
や
事
業
の
緊
急
性
を
考
慮
し
て
、

１
０
５
項
目
を
対
象
に
３
年
間
で
　
億
円
の

４０

歳
出
削
減
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
「
室
」

に
格
上
げ
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
か
。

にしお

市議会だより

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
　
平
成
　
年
度
及
び
前
５
年
間
の
市
税
収

２４

入
の
推
移
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
の
見
込
み
額
は
２
６
２
億

２４

円
で
、
平
成
　
年
度
の
ピ
ー
ク
時
よ
り
約
　

２０

５０

億
円
の
減
収
で
あ
り
、
特
に
法
人
及
び
個
人

市
民
税
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
業
仕
分
け
の
結
果
と
予
算
削
減
額
は

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
事
業
仕
分
け
で
「
不
要
」、
「
縮
小
」、

「
見
直
し
」
と
判
定
さ
れ
た
事
業
は
、
平
成

　
年
度
に
７
事
業
８
８
０
万
円
、
平
成
　
年

２４

２５

広広報報平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号 １１００

　
山
田
　
慶
勝
　
議
員

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

■問 ●答 

３
月
定
例
会
　
施
政
方
針
演
説
に
対
す
る
質
問

●
　
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

１４
　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
般
　
質
　
問

●
４
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
、
施
政
方
針
演
説
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

企
業
誘
致
な
ど
の
推
進
に
つ
い
て

標高表示板

新
生
西
尾
ク
ラ
ブ
代
表

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 

●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 

●答 ■問 ●答 ■問 ●答 



及
び
福
地
南
部
小
学
校
と
中
畑
小
学
校
の
体

育
館
屋
根
の
耐
震
改
修
を
す
る
予
定
で
す
。

　
天
井
扇
風
機
の
設
置
は
、
平
成
　
年
度
も

２４

引
続
き
小
学
校
４
年
生
以
上
の
普
通
教
室
か

ら
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対
策
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

　
　
施
設
の
規
模
や
更
新
の
時
期
を
含
め
運

営
形
態
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

組
織
を
設
置
し
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
図
書
館
の
本
館
と
分
館
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
合
に
よ
り
、

１
枚
の
カ
ー
ド
で
貸
し
出
し
、
返
却
が
可
能

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
図
書
館
の
蔵
書
構
成

に
特
徴
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
「
ゆ
と
り
教
育
」
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し

て
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
か
。

　
　
授
業
時
間
が
週
　
時
間
か
ら
　
時
間
と

２８

２９

な
り
、「
習
得
」
と
「
活
用
」
の
両
方
を
大
切

に
す
る
考
え
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り
で

は
、
起
業
家
が
増
え
る
こ
と
で
活
性
化
に
結

び
つ
く
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
程
度
の
資
金

支
援
を
行
い
ま
す
か
。

　
　
愛
知
県
の
創
業
等
支
援
資
金
は
、
貸
付

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

にしお

市議会だより

限
度
額
２
千
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
金
支
援
と
し
て
は
信
用
保
証
料
の
全
額
を

　
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、

２０日
本
政
策
金
融
公
庫
の
新
規
開
業
資
金
で
は
、

７
千
２
０
０
万
円
ま
で
借
り
ら
れ
る
制
度
で

す
が
、
こ
の
制
度
で
は
利
率
の
１
％
分
を
　２０

万
円
を
限
度
と
し
て
起
業
家
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

　
　
今
後
の
企
業
誘
致
活
動
を
行
う
目
標
業

種
や
進
め
方
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
　
発
展
が
見
込
ま
れ
る
電
気
自
動
車
や
太

陽
光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
産
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
自

動
車
関
連
企
業
に
つ
い
て
も
次
世
代
自
動
車

産
業
な
ど
の
新
産
業
へ
の
事
業
転
換
や
新
規

参
入
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
佐
久
島
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
弁
天
サ
ロ
ン
に
お
い
て
島
内
の

海
産
物
等
を
販
売
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
す
る
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
観
光
客
数
は
増
加
し
て
お
り
、
土
産
物

売
り
場
も
現
実
に
尋
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
１
年
間
を
通
し
て
の
安
定
し
た
海
産

物
の
供
給
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、

島
民
と
も
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
幹
線
道
路
で
あ
る
岡
崎
一
色
線
の
整
備

状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
岡
崎
一
色
線
は
現
在
、
北
よ
り
衣
浦
岡

崎
線
ま
で
市
道
今
川
細
池
２
号
線
と
し
て
、

平
成
　
年
３
月
の
開
通
を
目
指
し
整
備
を
進

２５

め
て
い
ま
す
。

　
　
公
共
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
近
隣
市
と

差
が
つ
く
理
由
は
何
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
国
庫
補
助

金
、
交
付
金
の
削
減
な
ど
に
よ
り
整
備
に
遅

れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。
早
期
完
成
を
目
指
し
、

事
業
計
画
の
着
実
な
執
行
に
務
め
ま
す
。

　
　
新
年
度
に
お
い
て
、
学
校
教
育
で
最
も

力
を
入
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

　
　
新
年
度
は
、
中
学
校
で
新
し
い
学
習
指

導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３

学
期
制
統
一
へ
の
移
行
期
間
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
学
校
の
教
育
課
程
が
正
し
く
整
え
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
　
生
き
る
力
を
育
む
理
念
の
具
体
的
な
事

例
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
生
き
る
力
は
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
力
の
こ
と
で
、
里
山
や
海
岸
で

地
域
の
環
境
保
全
に
取
り
組
む
方
と
出
会
っ

た
り
、
活
動
の
大
切
さ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

尊
さ
を
実
感
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
施
政
方
針
で

釜
石
の
奇
跡
と
言
わ
れ
た
釜
石
東
中
学
校
の

例
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
小
・
中
学
校
の
津

波
に
対
す
る
防
災
教
育
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
避
難
方
法
を
見
直
し
て
津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
運
動
場
へ
の
１
次
避
難
の
後
、
校
舎
の

２
階
、
３
階
、
屋
上
、
隣
接
す
る
高
台
な
ど

　
　
衣
浦
岡
崎
線
、
国
道
　
号
線
岡
崎
バ
イ

２３

パ
ス
及
び
蒲
郡
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
等
の

進
捗
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
衣
浦
岡
崎
線
の
４
車
線
化
は
寺
津
町
以

西
が
完
了
し
て
お
り
、
現
在
は
菱
池
町
交
差

点
ま
で
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
汐

川
橋
の
下
部
工
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
バ
イ
パ
ス
の
安
城
西
尾
イ
ン
タ
ー
か

ら
藤
井
イ
ン
タ
ー
ま
で
は
平
成
　
年
度
に
、

２４

西
尾
東
イ
ン
タ
ー
ま
で
が
平
成
　
年
度
に
４

２７

車
線
化
の
供
用
予
定
で
す
。
ま
た
、
幸
田
芦

屋
イ
ン
タ
ー
か
ら
蒲
郡
イ
ン
タ
ー
ま
で
を
、

平
成
　
年
度
中
に
暫
定
２
車
線
で
供
用
開
始

２４

予
定
で
す
。

　
　
市
民
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
の
医
師
数
の
目
標
値
の
　

２５

６８

人
に
対
し
、
現
在
　
人
で
医
師
不
足
と
認
識

４８

し
て
い
ま
す
。
引
続
き
、
確
保
で
き
る
よ
う

に
強
く
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
改
革

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
一
部
見
直
し
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　
　
教
育
施
設
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
ま
で
に
福
地
北
部
小
学
校

２５

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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近
隣
病
院
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
な
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
医
師
不
足
に
よ
る
地
域
医
療
の
崩
壊
を

防
ぐ
た
め
、
同
一
医
療
圏
内
の
近
隣
病
院
と

病
院
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
必
要
な
診

療
科
に
つ
い
て
は
医
師
の
相
互
派
遣
支
援
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
市
で
は
、
家
屋
の
耐
震
診
断
や
耐
震

化
が
進
ん
で
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
今

後
耐
震
診
断
・
耐
震
化
の
向
上
の
た
め
に
何

を
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
か
。

　
　
補
助
対
象
や
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を

図
り
、
普
及
啓
発
活
動
の
拡
大
、
継
続
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
他
市
で
は
、
非
木
造
住
宅
も
対
象
に
し

て
補
助
金
を
増
額
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
西
尾
市
で
も
実
施
し
て
い
く
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
新
年
度
か
ら
補
助
対
象
に
す
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。
改
修
工
事
の
補
助
金
増
額
な

ど
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
に
見
直
し
を
す
る
耐
震
改
修
促
進
計
画

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
旧
３
町
と
今
年
度
実
施
す
る
と
約
束
さ

震
に
お
い
て
は
、「
地
域
を
守
っ
て
も
ら
う
重

要
な
組
織
」
の
一
つ
と
な
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
地
域
の
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
公
共
下
水
道
整
備
事
業
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
整
備
を
進
め
る
計
画
で
す
か
。

　
　
一
色
地
区
は
、
平
成
　
年
度
に
市
街
化

２４

区
域
の
整
備
を
終
え
、
平
成
　
年
度
か
ら
市

２７

街
化
調
整
区
域
の
整
備
工
事
に
着
手
し
、
平

成
　
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

３３
吉
良
地
区
と
幡
豆
地
区
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
平
成
　
年
度
と
平
成
　
年
度
ま
で
に
全

２７

２４

区
域
の
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
　
市
域
南
部
の
新
田
地
域
の
産
廃
の
不
法

投
棄
問
題
や
旧
処
分
場
跡
地
の
問
題
に
対
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
条
例
に
基
づ
き
埋
め
立
て
等
に
関
す
る

届
出
の
徹
底
及
び
「
一
色
住
み
よ
い
環
境
を

守
る
会
」
が
実
施
し
て
い
る
環
境
パ
ト
ロ
ー

ル
へ
職
員
が
同
行
す
る
な
ど
、
不
法
投
棄
防

止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
処
分
場
跡
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

や
近
隣
住
民
と
の
意
見
調
整
や
県
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
対
応
方
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
養
鰻
業
の
危
機
的
状
況
を
み
て
、
県
は

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
確
保
の
た
め
に
、
網
で
の

採
補
期
間
の
延
長
を
認
め
る
な
ど
支
援
に
乗

り
出
し
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
も
積
極
的

に
協
力
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
養
鰻
業
は
重
要
な
地
場
産
業
の
一
つ
で

れ
、
予
算
化
ま
で
さ
れ
た
事
業
が
、
い
ま
だ

に
実
施
さ
れ
な
い
う
え
に
、
３
か
年
の
実
施

計
画
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
政
運
営
の
理
念
に
「
融
和
」
を
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
相
互
の
信

頼
関
係
が
著
し
く
損
な
わ
れ
、
「
融
和
」
は

更
に
遠
く
な
る
と
心
配
し
ま
す
が
、
い
つ
約

束
を
果
た
さ
れ
る
考
え
で
す
か
。

　
　
事
業
内
容
等
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、

実
施
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
れ
ば
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
内
で
も
海
岸
に
近
い
南
部
地
域
一
帯

に
は
、
津
波
に
対
す
る
一
時
避
難
施
設
さ
え

あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
路
線
と
し
て
の
「
名
浜

道
路
」
を
盛
土
の
道
路
と
し
て
、
避
難
所
の

機
能
も
備
え
た
道
路
整
備
を
国
、
県
に
対
し

て
強
く
要
望
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
早
急
に
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
、

名
浜
道
路
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
国
、
県
に

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
消
防
団
に
つ
い
て
、
２
月
の
県
議
会
で

知
事
は
「
震
災
の
教
訓
か
ら
地
域
に
精
通
し
、

統
率
力
の
あ
る
消
防
団
は
、
地
域
の
自
主
防

災
の
要
と
し
て
、
団
の
充
実
に
重
点
を
置
い

た
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
消

防
団
を
位
置
づ
け
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
　
消
防
団
は
、
非
常
勤
の
特
別
職
の
公
務

員
で
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
で
、
長
年
、
住
民

の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
き
た
組
織
で
す
。

将
来
予
想
さ
れ
る
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地

を
２
次
避
難
場
所
に
し
た
避
難
訓
練
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
　
幼
稚
園
、
保
育
園
の
芝
生
化
は
、
平
成

　
年
度
は
ど
の
よ
う
に
選
定
し
ま
し
た
か
。

２４　
　
公
立
の
保
育
園
、
幼
稚
園
の
全
園
に
手

挙
げ
方
式
で
応
募
し
て
い
た
だ
き
、
三
和
、

荻
原
、
白
浜
の
３
保
育
園
で
県
費
補
助
に
よ

り
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
芝
生
の
管
理
用
備
品
の
配
置
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
芝
刈
り
機
を
各
園
、
自
走
式
を
２
台
、

手
動
式
を
１
台
、
計
３
台
を
購
入
し
ま
す
。

ま
た
、
保
管
用
の
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
市
民
病
院
の
慢
性
的
な
医
師
不
足
を
解

消
す
る
打
開
策
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
今
後
も
大
学
の
医
局
へ
医
師
派
遣
の
依

頼
を
重
点
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各

科
の
医
師
に
つ
い
て
も
医
局
と
の
連
携
を
強

め
、
非
常
勤
医
師
を
含
め
て
医
師
の
派
遣
を

大
学
医
局
へ
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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公
共
施
設
再
配
置
実
施
計
画
の
策
定
に

は
、
ど
の
よ
う
な
点
を
目
標
と
し
ま
す
か
。

　
　
公
共
施
設
の
総
量
の
段
階
的
な
圧
縮
、

施
設
維
持
よ
り
も
機
能
重
視
に
着
眼
し
た
再

配
置
を
目
標
と
し
ま
す
。
施
設
機
能
の
有
効

活
用
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
選
択
と
集

中
に
よ
る
優
先
順
位
を
設
け
、
増
大
し
た
施

設
数
は
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
機
能
維
持
を

図
り
な
が
ら
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
の
５
つ
の
モ
デ
ル
事
業
の

２４

目
的
と
再
配
置
効
果
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
の
実
施
計
画
が
稼
働

２６

す
る
ま
で
、
皆
さ
ま
に
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
借
地
駐
車
場
の
契
約
解
約
や
施

設
解
体
な
ど
の
効
果
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
モ
デ
ル
事
業
の
一
つ
に
、
消
防
署
幡
豆

分
署
の
幡
豆
支
所
へ
の
機
能
移
転
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
に
支
所
の
施
設
改
修
に
伴

２４

あ
り
、
必
要
な
事
業
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
域
の
南
北
を
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路

の
市
道
池
田
野
田
１
号
線
を
、
国
道
２
４
７

号
線
ま
で
整
備
を
延
長
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
現
在
、
県
道
荻
原
一
色
線
ま
で
を
平
成

　
年
度
末
を
目
標
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
今

２５後
、
幹
線
道
路
の
整
備
状
況
を
見
な
が
ら
、

国
道
ま
で
の
整
備
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
愛
知
こ
ど
も
国
の
「
国
際
園
芸
博
覧
会

（
花
博
）」
の
計
画
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

　
　
県
で
は
２
０
２
０
年
ご
ろ
に
花
博
を
開

く
構
想
が
浮
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
、
地
元
業
界
な
ど
が
多
額
の

事
業
費
を
負
担
す
る
花
博
よ
り
も
、
県
内
各

地
域
で
継
続
し
て
イ
ベ
ン
ト
開
催
す
る
ほ
う

が
効
果
的
と
判
断
し
て
「
花
と
緑
の
イ
ベ
ン

ト
」
を
２
０
１
２
年
か
ら
４
年
間
に
わ
た
り

県
内
各
地
で
開
催
す
る
構
想
に
転
換
し
ま
し

た
。

　
　
六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
が
３
千
９
０
０

万
円
、
ふ
れ
ん
ど
バ
ス
が
５
千
万
円
、
名
鉄

西
尾
･
蒲
郡
線
の
西
尾
市
負
担
分
が
１
億
円
、

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
、
こ
れ
ら
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
て
、
運
行
経
費
に
２
億
５
千
万
円
も
必
要

な
ら
、
別
の
方
法
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
３
年

２３

２５

を
再
認
識
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
地
に
竪

穴
式
住
居
の
復
元
は
必
要
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
　
用
地
の
確
保
や
費
用
、
維
持
管
理
の
問

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
発
掘
さ
れ
た

遺
構
の
写
真
な
ど
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し

ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
市
民
病
院
作
成
の
改
革
プ

１９

ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

摘
要
、
独
立
法
人
化
、
公
設
民
営
化
、
完
全

民
営
化
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
公
設
民

営
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
病
院
の
経
営
形
態
は
、
大
き
く
分
け
て

公
設
民
営
化
な
ど
４
つ
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

経
営
改
革
に
向
け
て
、
経
営
形
態
の
見
直
し

の
中
で
、
一
つ
の
手
法
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す

　
　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
西
尾

市
も
そ
の
波
を
か
ぶ
る
の
は
仕
方
な
い
と
の

考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
ま
す
と
市
政

に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
の
で
、
他
市
と
同

じ
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
西
尾
市
独
自

の
政
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
政
策
は
何
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
か
。

　
　
今
ま
で
、
雇
用
の
場
の
創
出
と
し
て
、

企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
居
住
環
境
の
整
備
で

は
、
市
街
地
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
市
民

の
皆
さ
ま
の
安
全
確
保
の
た
め
、
医
療
体
制

の
充
実
、
保
育
園
の
充
実
、
社
会
基
盤
整
備
、

防
災
対
策
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

間
、
西
尾
市
と
蒲
郡
市
は
名
鉄
に
対
し
、
年

間
２
億
５
千
万
円
の
支
援
金
を
支
払
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
以
降
の
運
行
及
び
支
援
の
継

２５

続
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
関

係
市
や
名
鉄
と
改
め
て
協
議
し
、
平
成
　
年
２４

度
中
に
結
論
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
衣
浦
岡
崎
線
と
衣
浦
蒲
郡
線
の
連
結
道

路
と
し
て
、
鉄
道
立
体
交
差
や
大
橋
梁
が
な

く
、
国
道
　
号
線
西
尾
東
イ
ン
タ
ー
に
直
結

２３

す
る
西
尾
吉
良
線
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、

新
た
な
整
備
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
西
尾
吉
良
線
や
岡
崎
一
色
線
の
衣
浦
蒲

郡
線
ま
で
の
区
間
は
、
早
期
整
備
に
向
け
県

と
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
都
市
の
発
展
を
理
想
的
な
形
で
誘
導
す

る
た
め
に
、
市
街
化
区
域
の
拡
大
計
画
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
合
併
に
よ
り
今
後
、
旧
３
町
の
市
街
化

区
域
面
積
も
含
め
た
精
査
が
必
要
で
、
平
成

　
年
度
に
新
し
い
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
全
体

２４構
想
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
矢
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

か
ら
は
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の

竪
穴
式
住
居
や
室
町
時
代
の
堀
の
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
矢
田
と
い
う
地
名
は
、
１
千
３
０
０
年
前

の
藤
原
京
で
、
矢
田
里
（
や
た
り
）
と
記
さ

れ
た
木
簡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

都
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。
地
域
住
民
に
、
郷
土
「
矢
田
」
の
歴
史

にしお
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な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

　
　
寺
部
地
区
の
海
岸
部
に
は
、
漁
港
、
温

泉
施
設
、
海
水
浴
場
な
ど
産
業
、
観
光
施
設

が
あ
り
、
本
路
線
の
開
通
に
よ
り
当
地
区
の

幹
線
道
路
の
国
道
２
４
７
号
線
へ
の
ア
ク
セ

ス
強
化
が
図
ら
れ
、
物
流
、
集
客
の
面
で
当

地
区
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
暫
定
用
途
の
解
除
は
中
部
幹
線
の
整
備

が
完
了
し
な
い
と
変
更
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
解
除
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備

の
担
保
を
確
認
し
た
時
点
で
法
手
続
き
を
進

め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
道
路
が
国
の

補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
補
助
金
の
内

示
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
地
区
計
画
の
決
定

と
用
途
地
域
の
変
更
手
続
き
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
合
併
に
よ
る
財

２３

政
的
な
効
果
の
う
ち
、
町
長
、
教
育
長
、
町

議
会
議
員
、
非
常
勤
特
別
職
な
ど
の
人
件
費

の
削
減
効
果
は
ど
れ
ほ
ど
で
す
か
。

　
　
約
３
億
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
　
合
併
後
の
「
職
員
定
員
の
適
正
化
」
の

ね
ら
い
、
考
え
方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
り
う

る
施
設
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
な
い
地
域
は
、
経

済
情
勢
や
国
の
補
助
事
業
な
ど
を
研
究
し
な

が
ら
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
新
市
の
主
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
ま

す
観
光
交
流
圏
づ
く
り
を
、
ど
の
よ
う
な
基

本
方
針
の
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
合
併
に
よ
り
西
尾
市
は
、
三
ヶ
根
山
や

吉
良
公
ゆ
か
り
の
歴
史
、
佐
久
島
、
六
万
石

の
城
下
町
、
一
色
大
提
灯
、
抹
茶
や
う
な
ぎ

な
ど
の
全
国
に
誇
れ
る
特
産
物
な
ど
豊
富
な

観
光
資
源
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用
し
て
、
県
内
外
か

ら
の
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
地
域
経
済

に
貢
献
で
き
る
滞
在
型
・
回
遊
型
の
観
光
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
観
光
資
源
を
活
か
し
た
夢
の
あ
る
観
光

交
流
圏
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
検
討

す
べ
く
、
市
、
商
工
団
体
、
観
光
協
会
な
ど

か
ら
な
る
組
織
を
立
ち
上
げ
る
必
要
性
を
感

じ
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
将
来
の
西
尾
市
観
光
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
心
と
な
る

観
光
協
会
の
組
織
や
人
員
の
充
実
、
財
源
の

確
保
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

う
実
施
設
計
、
平
成
　
年
度
に
改
修
及
び
移

２５

転
、
平
成
　
年
度
に
分
署
解
体
を
予
定
し
て

２６

い
ま
す
。
幡
豆
分
署
は
幡
豆
支
所
の
２
階
へ

機
能
移
転
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
区
画
整
理
を
し
な
い
と
暫
定
用
途
は
解

除
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
都
市
計
画
道
路
中
部
幹
線
の
整
備
と
合

わ
せ
、
地
区
計
画
の
手
法
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
解
除
は
可
能
で
あ
る

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
地
区
計
画
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

地
権
者
か
ら
は
用
途
地
域
の
変
更
を
ど
の
よ

う
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
道
路
や
公
園
な
ど
の
配
置
や
建
築
物
等

に
関
す
る
制
限
な
ど
を
詳
し
く
定
め
、
住
居

地
域
と
し
て
建
ぺ
い
率
　
％
、
容
積
率
２
０

６０

０
％
に
変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
都
市
計
画
道
路
中
部
幹
線
の
整

備
予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
予
算
で
測
量
設
計
業
務
委

２４

託
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
の
で
、
整
備
期
間

は
平
成
　
年
度
か
ら
５
か
年
を
考
え
て
い
ま

２５

す
。
　
　
こ
の
道
路
が
完
成
す
る
と
、
ど
の
よ
う

よ
う
で
す
か
。

　
　
合
併
協
議
で
は
平
成
　
年
度
と
比
べ
て

２０

平
成
　
年
度
ま
で
に
２
５
０
人
を
超
え
る
削

３２

減
を
目
指
し
ま
す
。
病
院
医
療
職
と
再
任
用

職
員
を
除
い
た
１
千
５
０
０
人
を
起
点
と
し

て
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
事
務
事
業
の
見
直
し
や
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
な
ど
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
各
所
属
の
職
員
数
を
精
査
し
な
が
ら
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
配
慮
し
つ
つ
、
段
階
的
に

職
員
の
削
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
は
行
革
の
第
４
次
実
行
計
画
と
関
連

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
平
成

　
年
度
中
に
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２３　
　
公
共
施
設
再
配
置
基
本
方
針
で
は
、「
原

則
と
し
て
新
た
な
公
共
施
設
の
建
設
は
既
存

施
設
を
廃
止
し
て
保
有
総
量
の
抑
制
を
図
る
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
地
域
間
格
差
に

よ
り
公
共
施
設
の
新
設
を
要
望
す
る
地
域
の

声
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
要
望
に

対
応
で
き
ま
す
か
。

　
　
ど
の
地
域
に
も
全
く
同
じ
公
共
施
設
を

配
置
す
る
と
い
う
フ
ル
セ
ッ
ト
主
義
的
な
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
要
望
の
高
い
機
能

は
、
ま
ず
は
既
存
施
設
の
有
効
利
用
を
考
え
、

一
つ
の
機
能
の
た
め
に
一
つ
の
施
設
と
い
う

従
来
の
考
え
方
か
ら
の
脱
却
を
前
提
と
し
て

公
共
施
設
の
配
置
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
域
間
格
差
に
よ
り
公
共
施
設
の
新
設

要
望
が
あ
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

な
い
中
畑
小
学
校
区
な
ど
で
の
建
設
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
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当
市
の
準
備
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
指
導
実
績
に
基
づ
い
て
、

計
画
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
事
故
対
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
県
主
催
の
講
習
会
に
参
加
し
た
教
員
が

伝
達
講
習
を
し
た
り
、
市
教
育
委
員
会
も
実

技
講
習
会
を
開
催
し
て
、
受
け
身
指
導
な
ど

安
全
面
の
指
導
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
　
武
道
授
業
に
有
段
者
の
警
察
Ｏ
Ｂ
や
市

内
道
場
の
指
導
者
、
ま
た
、
剣
道
・
柔
道
連

盟
の
協
力
を
得
ま
せ
ん
か
。

　
　
各
武
道
の
団
体
や
地
域
の
経
験
者
の
協

力
を
得
る
こ
と
な
ど
積
極
的
に
外
部
指
導
者

の
活
用
を
図
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
第
１
次
及
び
第
２
次
一
括
法
の
成
立
に

よ
り
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条

例
制
定
権
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
当
市

の
変
化
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
地
方
自
治
体
の
自
主
性
や
自
由
度
が
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
条
例
委
任
事
項

に
つ
い
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
国
の
基
準

い
く
た
め
の
根
幹
と
な
る
考
え
方
で
、
こ
れ

を
礎
と
し
て
、
具
体
的
な
再
配
置
プ
ラ
ン
を

平
成
　
年
度
に
策
定
し
ま
す
。

２４

　
　
一
色
町
公
民
館
は
津
波
一
時
避
難
所
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
ど
の
よ

う
な
施
設
整
備
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

　
　
避
難
者
の
収
容
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

会
議
棟
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ル
棟
の
ホ
ワ
イ

エ
等
も
含
め
て
防
災
機
能
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
一
色
町
公
民
館
の
空
調
設
備
の
改
修
も

防
災
機
能
と
し
て
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
見
解
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
老
朽
化
の
著
し
い
空
調
設
備
の
改
修
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に

特
化
し
た
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
市
独
自
で
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
通
常
の
養
成
講
座
は
８
回
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
過
去
８
回
の
養
成
講
座
を
今
後
の
防
災

行
政
に
生
か
す
た
め
、
修
了
生
へ
の
定
期
的

な
研
修
や
訓
練
、
会
合
の
機
会
を
講
座
に
組

み
入
れ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
過
去
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
参

にしお

市議会だより

と
異
な
る
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
と
異
な
る
内
容
を
定
め

る
場
合
は
、
十
分
検
討
を
行
っ
た
上
で
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
基
準
決
定
に
は
、
住
民
説
明
の
義
務
が

あ
り
ま
す
が
、
ど
う
対
処
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
関
係
者
へ
の

説
明
会
を
行
い
、
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
に
密
接
な
案
件
は
、
広
報
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
十
分
な
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
一
括
法
の
成
立
に
伴
い
、
県
か
ら
市
へ

権
限
移
譲
が
さ
れ
、
平
成
　
年
度
・
　
年
度

２４

２５

に
事
務
移
譲
が
さ
れ
ま
す
。
市
民
生
活
に
直

接
影
響
す
る
項
目
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
厚
生
労
働
省
関
係
で
、
未
熟
児
訪
問
指

導
等
の
事
務
や
環
境
省
関
係
の
騒
音
、
悪
臭
、

振
動
に
係
る
規
制
地
域
の
指
定
等
の
事
務
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
現
状
は

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
市
内
　
小
学
校
区
の
内
、
設
立
済
み
ま

２６

た
は
手
続
き
中
を
含
め
て
、
平
成
　
年
度
か

２４

ら
は
　
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
り
ま

２４

す
。
各
小
学
校
区
単
位
で
活
動
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
万
円
の
予
算

２０

１５ 平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号広報

で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
に

企
画
立
案
権
を
与
え
て
、
提
案
型
事
業
に
必

要
な
予
算
を
付
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
万
円
を
基
準
と
し
、
さ
ら
に
市
が
指

２０

定
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
て
、
一

事
業
５
万
円
の
加
算
を
考
え
て
い
ま
す
。
提

案
型
事
業
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
将
来
必
要

に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
公
民
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
の
建

物
の
維
持
は
市
の
責
任
で
行
い
、
管
理
運
営

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
に
委
託
し
ま

せ
ん
か
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
各
協
議
会
間
で
活
動
に
対

す
る
認
識
に
差
が
あ
る
た
め
、
現
状
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
新
市
基
本
計
画
で
公
共
施
設
の
統
合
と

適
正
配
置
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
方
針
に
基
づ
き
策
定
す
る
同
計
画
の
役
割

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
将
来
の
人
口
減
少
期
に
対
応
し
た
公
共

施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
方
針
を
定
め
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に
公
共
施
設
再
配
置
の

必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
考
え

方
や
現
状
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
継

続
性
の
あ
る
公
共
施
設
再
配
置
を
実
現
し
て

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

地
域
主
権
改
革
に
つ
い
て

　
大
竹
　
　
忍
　
議
員

中
学
校
体
育
授
業
の
武
道
必
須
化
の

取
組
に
つ
い
て

地
域
内
分
権

（
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
）に
つ
い
て

西
尾
市
公
共
施
設

再
配
置
基
本
計
画
に
つ
い
て

■問 ●答 

　
松
井
晋
一
郎
　
議
員

災
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て
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り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。
　
　
法
に
規
定
さ
れ
た
教
育
の
目
的
や
理
念

等
を
具
現
化
す
る
に
は
、
教
育
の
振
興
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
、
体
系
的
に
位
置
付
け
、

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
は
必
要
と
考

え
ま
す
。

　
　
い
つ
ま
で
に
策
定
し
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
、
平
成

２４

　
年
度
以
降
で
の
策
定
を
考
え
て
い
ま
す
。

２５　
　
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
取
組
状
況
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、

現
状
分
析
に
基
づ
く
基
礎
資
料
を
作
成
中
で

す
。
平
成
　
年
４
月
に
は
有
識
者
な
ど
を
委

２４

員
と
し
た
生
涯
学
習
推
進
員
会
を
発
足
し
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
実
施
年
度
は
何
年
度
か
ら
で
す
か
。

　
　
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、
目

標
期
間
を
　
年
と
し
、
実
施
は
平
成
　
年
度

１０

２５

か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
原
発
は
存
在
そ
の
も
の
が
危
険
で
す
か

ら
、
国
や
県
だ
け
で
な
く
市
と
し
て
放
射
能

対
策
を
早
く
講
じ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
国
や
県
に
お
い
て
対
応

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
異
常
な
事
態
が
発

生
し
た
場
合
は
、
市
と
し
て
対
応
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
　
異
常
な
事
態
が
発
生
し
て
か
ら
、
対
応

を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
と
り

わ
け
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
放
射
線
は
連
鎖

し
て
細
胞
を
壊
す
も
の
で
す
か
ら
、
病
院
や

学
校
の
給
食
や
大
気
の
放
射
線
量
の
測
定
を

し
ま
せ
ん
か
。

　
　
今
後
、
新
た
に
原
発
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
安
全
な
地
域
の
食
材
に
切
り
替

え
て
、
安
全
性
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
岡
崎
市
、
安
城
市
、
刈
谷
市
、
碧
南
市
、
知

立
市
な
ど
で
は
線
量
計
を
備
え
て
子
ど
も
た

ち
の
健
康
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
西
尾
市
で

は
な
ぜ
そ
う
し
な
い
の
で
す
か
。

　
　
給
食
の
材
料
は
地
産
地
消
で
行
っ
て
い

る
た
め
、
放
射
線
量
に
異
常
な
数
値
が
出
て

く
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
公
共
施
設
の
有
料
化
と
団
体
登
録
制
に

よ
る
利
用
者
減
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
合
併
か
ら
１
月
末
ま
で
の
　
か
月
間

１０

で
利
用
件
数
が
１
万
８
５
６
件
、
利
用
者
数

で
は
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
観
光
施
設
は
佐
久
島
や
道
の
駅
な
ど
を

除
い
て
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
知
多
、
東
三
河
地
方
と
連
携
し
、
広
域

的
な
観
光
ル
ー
ト
を
整
備
す
る
な
ど
自
然
や

観
光
交
流
圏
づ
く
り
を
進
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
知
多
地
域
や
東
三
河
地
域
を
結
ぶ
広
域

的
な
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
観

光
客
誘
致
に
大
変
重
要
で
あ
り
、
関
係
団
体

や
県
観
光
協
会
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
着

地
型
観
光
の
最
た
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
企
画
さ

れ
、
訪
れ
た
方
々
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
観
光
客
の
増
加
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
吉
良
温
泉
組
合
が
実
施
す
る
県
内
外
か

ら
も
観
光
客
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
着
地
型
観
光
の
成
功
例
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
現
在
、
参
加
・
体
験
型
の
着
地
型
観

光
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
富
な

観
光
資
源
を
生
か
し
、
身
近
な
成
功
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
と
と
も
に
着
地

型
観
光
が
実
施
で
き
る
よ
う
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
教
育
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
教
育
振

興
の
基
本
計
画
の
策
定
に
努
め
な
け
れ
ば
な

加
者
減
少
の
た
め
中
止
し
て
い
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
津
波
タ
ワ
ー
の
建
設
を
視
野
に
入
れ
た

国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
調
査
研
究
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
率
先
避
難
が
原
則
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
沿
岸
部
の
各
市
町
で
「
標
高
表
示
板
」

の
設
置
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
今
後
の
設
置
に
向
け
た
取
組
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
沿
岸
部
の
町
内
会
を
通
じ
て
１
千
か
所

に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
　
「
標
高
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
か
。

　
　
「
標
高
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
４
月
中

全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
　
西
尾
市
の
年
間
観
光
客
数
は
、
５
年
前

と
比
べ
て
ど
う
で
す
か
。

　
　
主
要
な
観
光
施
設
と
観
光
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
と
平
成
　
年
の
県
の

１９

２３

統
計
に
基
づ
く
観
光
客
数
の
５
年
間
の
動
向

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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稲
垣
　
一
夫
　
議
員

魅
力
あ
る
観
光
づ
く
り

■問 ●答 
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合
併
す
る
と
究
極
の
行
財
政
改
革
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
現
実
は
、

交
付
団
体
（
赤
字
財
政
）
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
何
で
す
か
。
そ
こ
か

ら
は
い
上
が
る
究
極
の
改
革
は
何
で
す
か
。

　
　
大
幅
な
税
収
の
落
ち
込
み
で
す
。
あ
ら

ゆ
る
面
で
の
歳
入
の
確
保
や
歳
出
の
削
減
に

努
め
ま
す
。

　
　
合
併
す
る
と
雇
用
の
増
大
が
実
現
す
る

と
の
こ
と
。
そ
の
効
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。

ま
た
、
次
の
雇
用
増
加
の
具
体
策
は
何
で
す

か
。
　
　
今
年
度
は
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
様
化
し
た
地
域
資
源
を
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
授
業
や
部
活
動
で
死
亡
に
い
た
る
事
故

が
一
番
多
い
の
は
、
柔
道
で
す
。
こ
こ
数
か

月
、
そ
の
問
題
を
扱
っ
た
報
道
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
体
育
主
任
者
会
や
実
技
講
習
会
で
安
全

面
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
合
併
で
西
尾
市
に
合
わ
せ
、
旧
３
町
の

学
校
補
助
教
員
が
激
減
し
ま
す
が
、
全
体
で

ど
れ
ほ
ど
で
す
か
。
ま
た
、
教
育
へ
の
影
響

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
は
現
在
の
１
５
６
人
か
ら

２４

１
２
９
人
に
　
人
減
員
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２７

市
全
体
の
適
正
配
置
を
考
え
、
き
め
細
か
さ

も
カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
行
財
政
改
革
推
進
計
画
案
に
は
、
図
書

館
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、

「
廃
止
も
含
め
て
検
討
す
る
」
と
あ
り
ま
す

が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
読
み
聞
か
せ
は
大
切
な
こ

と
で
あ
り
、
旧
一
色
町
で
も
保
護
者
に
喜
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
廃
止
す
べ
き
で
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
　
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
効
果
的
な
手
法
を

検
討
し
ま
す
。
現
在
、
廃
止
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

が
　
万
５
千
１
９
８
人
、
稼
働
率
が
　
％
で

１９

３８

す
。
前
年
度
比
利
用
件
数
で
２
千
５
３
８
件
、

利
用
者
数
で
６
万
３
千
８
２
２
人
、
稼
働
率

で
９
・
６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
利
用
の
条
件
と
な

る
団
体
登
録
の
各
室
利
用
は
５
人
以
上
、
ホ

ー
ル
は
　
人
以
上
で
す
。
こ
れ
で
は
利
用
者

１０

枠
が
狭
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
団
体
登
録
は
利
用
枠
を
狭
め
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
の
利
用

料
が
２
千
円
ほ
ど
と
高
く
、
９
人
以
下
で
は

使
え
な
い
た
め
、
ホ
ー
ル
の
利
用
が
減
っ
て

い
ま
す
。
鶴
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

以
前
は
遊
戯
室
で
お
母
さ
ん
や
幼
児
が
昼
食

な
ど
を
持
ち
寄
り
楽
し
く
集
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
　
年
度
か
ら
有
料
に
な
り
、
５
人

２３

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
登
録
し
な
い
と
利
用
で

き
な
い
の
で
、
そ
の
人
た
ち
は
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
再
度
、
利
用
方
法
を
考

察
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
公
共
施
設
の
利
用
料
は
受
益
者
負
担
の

原
則
か
ら
、
無
料
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
高
齢
者
の
た
め
に
、
洋
式
ト
イ
レ
の
な

い
公
共
施
設
は
改
修
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
室
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
勤
労
会
館

は
、
一
部
洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
し
ま
す
。

にしお

市議会だより

　
　
平
坂
小
学
校
の
校
庭
の
ぬ
か
る
み
は
　３０

年
も
前
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
予
算
の
枠
配

分
を
広
げ
て
対
応
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
先

送
り
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
　
賛
成
票
を
投
じ
た
議
員
に
も
、
反
対
票

を
投
じ
た
議
員
に
も
、
合
併
功
労
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
議
員
の
意
見
も
正
解
と

み
な
し
、
民
意
を
尊
重
し
た
い
と
の
証
明
で

も
あ
り
ま
す
。
民
意
に
応
え
て
、
市
の
顔
、

西
尾
駅
を
核
と
す
る
新
し
い
文
化
圏
づ
く
り

の
準
備
を
し
ま
せ
ん
か
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
含
ん
だ
美
術
博
物
館
構
想
や
西
尾
城
跡
地

ま
で
続
く
文
化
散
策
道
の
整
備
な
ど
長
い
ス

パ
ン
で
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
西
尾
市
に
は
、
新
た
な
文
化
圏
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
か
が
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
現
実
は
、「
西
尾
市
の
全
国
的
知
名
度
が

低
す
ぎ
る
」
と
い
う
気
に
な
る
繰
り
返
し
。

そ
の
要
因
は
何
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
「
吉
良
」の
名
称
は
全
国
的
に
認
知
さ
れ

て
い
ま
す
が
、「
吉
良
町
が
西
尾
市
と
合
併
し

た
こ
と
が
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
」
な
ど
の

理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
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■問 ●答 

子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

　
髙
野
　
邦
良
　
議
員

西
尾
市
の
プ
ラ
イ
ド
に
つ
い
て

■問 ●答 

市
民
と
の
約
束
に
つ
い
て

安
心
で
き
る
教
育
に
つ
い
て

　
前
田
　
　
修
　
議
員

学
校
補
助
教
員
の
縮
減
に
つ
い
て

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

高
齢
者
の

宅
配
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
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一
旦
、
消
防
団
を
解
団
し
て
任
務
・
役

割
を
十
分
検
討
し
た
上
で
、
全
市
に
共
通
す

る
組
織
を
考
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
分
署
や
分
団
詰
所
の
配
置
を
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
消
防
組
織
の
再
編
、
配
置
、
統
合
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
検
討
は
平
成
　
年
早
々
か
ら
で
す
か
。

２４

　
　
ま
だ
計
画
を
立
て
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
新
年
度
か
ら
愛
知
県
が
「
三
河
湾
環
境

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
乗
り
出
す
こ
と
に

対
し
、
西
尾
市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
本
市
も
、
水
質
悪
化
や
干
潟
の
減
少
が

著
し
い
三
河
湾
の
再
生
に
向
け
た
県
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、
協
力
す
る
考
え
で
す
。

　
　
県
は
琵
琶
湖
の
取
組
を
参
考
に
し
て
い

く
考
え
で
す
。
西
尾
市
は
そ
れ
を
受
け
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
三
河
湾
再
生
に
向
け
て
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、

三
河
湾
浄
化
活
動
を
し
て
い
る
環
境
活
動
団

体
等
の
育
成
・
支
援
を
推
進
し
て
い
き
た
い

　
　
合
併
で
、
こ
れ
ま
で
の
条
件
が
厳
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
緩
和
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
要
介
護
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
年
度
に
向
け
見
直
し
ま
す
。

　
　
バ
ス
空
白
地
域
に
運
行
さ
れ
る
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
事
業
が
、
小
学
校
区
エ
リ
ア
や

駅
・
バ
ス
停
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
高
齢

者
に
は
利
用
し
に
く
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

事
業
の
拡
充
か
、
別
の
方
法
を
検
討
し
、
病

院
な
ど
に
行
け
る
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
今
後
、
利
用
者
や
事
業
者
に
と
っ
て
不

合
理
と
な
る
問
題
点
を
出
し
、
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
津
波
へ
の
一
時
避
難
所
を
増
や
す
た
め

に
も
公
共
施
設
や
学
校
の
屋
上
に
手
す
り
な

ど
を
整
備
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
荷
重
な
ど
構
造
上
の
問
題
が
あ
り
ま
す

の
で
、
専
門
家
に
相
談
し
最
善
の
方
法
を
取

り
入
れ
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
一
色
中
学
校
の
液
状
化
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
基
礎
杭
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
約
６
８
０
本
の
杭
を
使
っ
て
い
ま
す
。

支
持
地
盤
ま
で
は
打
ち
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

安
全
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
専
門
家
へ
の
調

査
に
つ
い
て
は
今
後
、
考
慮
し
ま
す
。

　
　
旧
３
町
の
ま
ま
の
３
団
（
多
団
制
）
を

１
団
に
統
合
す
る
調
整
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
つ
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
水
警
防
団
と
の
統
合
も
視
野
に
入
れ
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
多
団
制
に
こ
だ
わ
る
な
ら
、
同
じ
方
式

の
岡
崎
市
と
同
等
の
報
酬
額
（
団
長
　
万
３

１４

千
円
→
８
万
２
千
円
、
団
員
５
万
５
千
円
→

３
万
６
千
５
０
０
円
）
に
し
て
行
革
を
進
め

ま
せ
ん
か
。
４
割
減
の
効
果
と
な
り
ま
す
。

　
　
今
3
月
議
会
で
１
％
下
げ
ま
す
。

　
　
他
市
で
は
訓
練
回
数
に
上
限
を
定
め
た

り
、
費
用
弁
償
を
西
尾
の
３
分
の
１
の
１
千

円
に
抑
え
る
な
ど
経
費
削
減
に
努
め
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
削
減
努
力
を
し
ま
す
か
。

　
　
訓
練
回
数
の
削
減
等
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
運
営
交
付
金
で
は
年
間
　
回
、　

回
も

１１

１２

の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
付
き
宴
会
が
報
道
さ
れ
、

消
防
本
部
が
「
慰
労
は
必
要
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
慰
労
を
し

な
け
れ
ば
活
動
が
で
き
な
い
の
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
交
付
金
は
廃
止
し
て
、

２４

費
用
弁
償
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
結
局
、
費
用
弁
償
は
増
え
る
の
で
す
か
。

　
　
そ
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
　
不
明
朗
な
公
金
支
出
防
止
の
た
め
に
は
、

消
防
本
部
が
出
動
を
管
理
し
て
、
個
人
口
座

に
振
込
に
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
団
長
経
由
で
個
人
に
現
金
を
渡
し
ま
す
。

　
　
問
題
が
起
き
た
の
に
、
な
ぜ
現
金
渡
し

に
固
執
す
る
の
で
す
か
。
団
長
や
分
団
長
が

振
込
に
同
意
し
て
く
れ
な
い
の
で
す
か
。

　
　
市
と
し
て
は
振
込
の
方
が
い
い
と
考
え

ま
す
。
各
個
人
が
振
込
に
と
言
わ
れ
れ
ば
、

当
然
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
団
員
確
保
に
は
苦
労
し
、
町
内
会
等
で

は
新
団
員
を
選
出
で
き
な
い
と
役
場
に
申
告

し
て
も
認
め
て
も
ら
え
な
い
と
も
聞
き
ま
す
。

一
度
も
出
動
し
な
い
団
員
も
十
数
人
い
ま
す
。

負
担
を
軽
減
し
、
実
態
に
即
し
た
定
員
数
に

削
減
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
定
員
見
直
し
は
検
討
し
ま
す
。

　
　
他
市
よ
り
１
か
月
も
長
く
、
午
前
３
時

か
ら
の
操
法
訓
練
は
団
員
の
負
担
大
で
す
。

見
直
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
輪
番
制
等
も
あ
り
、
来
年
は
操
法
の
県

大
会
に
は
出
場
し
な
い
予
定
で
す
。

　
　
１
億
５
千
万
円
で
消
防
署
員
が
　
人
雇

２０

え
ま
す
。
３
町
の
消
防
力
が
弱
い
な
ら
署
員

を
増
や
し
、
消
防
団
は
佐
久
島
と
山
火
事
対

策
だ
け
を
残
す
こ
と
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
消
防
団
（
２
９
６
人
）で
考
え
て
い
ま
す
。
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

　
鈴
木
　
規
子
　
議
員

■問 ●答 

津
波
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

消
防
団
の
行
政
改
革
に
つ
い
て

　
永
山
　
英
人
　
議
員

西
尾
市
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
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ッ
カ
ー
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
遊
具
の
あ
る
大
型
公
園
等
の

整
備
計
画
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
必
要
性
は
理
解
で
き
ま
す
が
、　
現
在

の
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
ま
す
と
、
早
急
な

整
備
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
は
、
先
進
市
に

比
べ
　
年
以
上
遅
れ
て
い
ま
す
。
総
合
ス
ポ

３０

ー
ツ
公
園
の
整
備
に
向
け
、
ま
ず
は
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
提
言
は
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
構

想
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
調
査
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
現
在
策
定
中
の
第
７
次
総
合
計
画
に
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
計
画
を
盛
り
込

み
ま
せ
ん
か
。

　
　
大
き
な
事
業
も
小
さ
な
一
歩
か
ら
で
す

の
で
、
第
７
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
建
設
基
金
条
例
を
制
定
し
、
計
画
的
に

基
金
を
積
み
立
て
ま
せ
ん
か
。

　
　
基
金
条
例
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
長
期

的
な
視
点
で
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
近
々
に
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
理
解
し

て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

　
　
そ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
西
尾
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
よ
り

３
年
間
で
　
億
円
の
歳
出
削
減
が
提
言
さ
れ

４０

ま
し
た
が
、
具
体
的
な
算
出
根
拠
、
対
象
事

業
、
改
革
手
法
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
は
予
算
編
成
も
終
了
し
て

２４

い
ま
す
の
で
、
予
算
執
行
の
段
階
で
経
費
の

削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
合
併
後
約
１
年
経
過
し
、
行
財
政
改
革

の
効
果
は
主
に
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
人
件
費
の
削
減
効
果
と
し
て
非
常
勤
特

別
職
で
約
３
億
円
、
一
般
職
の
削
減
人
数
は

　
人
で
約
３
億
円
、
特
別
職
と
一
般
職
合
わ

４０せ
て
約
６
億
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
職
員
の
「
定
員
適
正
化
計
画
」
は
ど

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ア
マ
モ
の
養
殖
の
成
果
と
現
状
、
こ
れ

か
ら
の
方
針
と
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　
　
事
業
開
始
当
初
の
平
成
　
年
度
は
、
ア

２１

マ
モ
の
株
が
確
認
で
き
た
程
度
で
し
た
が
、

今
年
度
は
繁
殖
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
平
成

　
年
度
ま
で
事
業
を
継
続
す
る
と
伺
っ
て
い

２５ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も
引
き
続
き
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
夏
ご
ろ
三
河
湾
沿
岸
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
西
尾
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
参
加
し
ま
す
か
。

　
　
広
域
な
沿
岸
部
を
得
た
新
西
尾
市
と
し

て
は
、
ぜ
ひ
本
市
で
開
催
し
た
い
と
考
え
い

ま
す
の
で
、
県
の
担
当
部
局
へ
候
補
地
と
し

て
考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
に
提
案
し
て
い
ま

す
。

　
　
赤
潮
の
発
生
や
深
堀
跡
が
原
因
と
な
っ

て
、
貧
酸
素
水
塊
が
発
生
す
る
そ
う
で
す
が
、

発
生
状
況
及
び
対
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
６
月
中
旬
か
ら
発
生
し
　
月
上
旬
ま
で

１１

強
弱
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
三
河
湾
奥
部
で

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
下
水

道
及
び
農
業
集
落
排
水
の
整
備
推
進
や
家
庭

で
の
生
活
排
水
対
策
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
三
河
湾
浄
化
の
た
め
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
取
組
を
支
援
し
協
力
し
、
と
も

に
働
く
体
制
づ
く
り
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に

にしお
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進
め
て
い
ま
す
か
。

　
　
三
河
湾
浄
化
推
進
週
間
に
は
、
市
内
数

か
所
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
啓

発
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
し
た
り
、
環
境
イ
ベ
ン

ト
で
は
ブ
ー
ス
展
示
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
各
種
団
体
と
連
携
し
て
干
潟

や
海
岸
の
漂
着
ご
み
の
清
掃
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
漁
業
組
合
と
と
も
に
海
底
の
ご
み
の
回

収
及
び
処
理
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
漁
協
が
集
め
た
ご
み
を
回
収
、
処
理
を

す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
漁
協
等
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
環

境
活
動
団
体
等
と
協
働
で
ご
み
処
理
で
き
る

体
制
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」の
趣
旨
に
基
づ
き

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
ど
う
進
め
ま
す
か
。

　
　
国
家
戦
略
と
し
て
制
定
さ
れ
、
前
文
で

は
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
共
通
の
文
化
と
し
て
い

ま
す
。
本
市
は
今
後
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　

　
　
公
式
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
サ

１９ 平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号広報
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岡崎中央総合公園　市民球場（岡崎市提供）

　
岡
田
　
隆
司
　
議
員

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
建
設
構
想
に
つ
い
て
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の
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
市
と
旧
３
町
等
の
ト
ー
タ
ル
で
は
、
平

成
　
年
度
か
ら
　
年
間
で
２
８
４
人
の
職
員

１４

１０

削
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
行
財
政
改
革
に
よ
る
歳
出
削
減
は
、
大

変
重
要
な
課
題
で
す
が
、
自
主
財
源
及
び
依

存
財
源
の
積
極
的
な
確
保
、
拡
大
策
に
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
　
西
尾
市
工
場
等
建
設
奨
励
条
例
施
行
の

平
成
　
年
度
か
ら
５
年
間
で
　
社
よ
り
新
規

１９

４６

立
地
ま
た
は
増
設
及
び
拡
張
を
し
て
い
た
だ

き
、
固
定
資
産
税
は
約
４
億
８
千
万
円
の
増

と
な
り
ま
す
。

　
　
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
協
議
会

を
設
置
し
、
漁
業
体
験
メ
ニ
ュ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
世
界

遺
産
・
小
笠
原
諸
島
発
見
の
小
笠
原
貞
頼
ゆ

か
り
の
地
を
整
備
し
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
命
と
食
を
考
え
る
海
洋
資
源
等
の

教
材
を
作
成
し
て
学
校
等
で
魚
の
生
け
締
め

講
習
会
等
を
開
催
し
、
海
へ
の
理
解
と
関
心

を
高
め
る
海
洋
教
育
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
専
門
家
と
連
携
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
漁
船
応
援
プ
ロ
ジ

　
　
災
害
時
な
ど
協
定
の
平
時
に
お
け
る
分

離
分
割
発
注
方
式
を
推
進
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
地
元
育
成
型
入
札
制
度
を
実
施
し
て
市

内
企
業
へ
の
優
先
発
注
及
び
資
材
の
優
先
使

用
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
身
体
障
害
一
級
の
方
の
半
数
は
内
部
障

害
で
す
が
、
外
見
か
ら
は
障
害
が
わ
か
ら
な

い
た
め
に
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
苦
し
い

思
い
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
内
部
障

害
と
内
臓
疾
患
を
示
す
「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス

マ
ー
ク
」
を
普
及
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

　
　
冊
子
「
西
尾
の
障
害
者
福
祉
」
で
掲
載

し
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
福
祉
関
係
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
周
知
に
努
め
ま
す
。
必

要
な
方
に
は
、
市
で
マ
ー
ク
を
打
ち
出
す
な

ど
の
配
慮
も
し
ま
す
。

　
　
「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
」
マ
ー
ク
を
、
市
民

病
院
や
公
共
施
設
の
駐
車
場
に
設
置
し
ま
せ

ん
か
。

　
　
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
設
置
し
て
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
他
の
公
共

施
設
で
は
、
普
及
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

ェ
ク
ト
等
の
輸
送
費
の
補
助
等
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
小
笠
原
貞
頼
ゆ
か
り
の
地
と
講
習
会
と

海
洋
教
育
は
進
め
ま
す
が
、
他
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　
　
学
校
等
で
地
域
の
国
際
化
を
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
や
多
文
化
共
生
推
進
協
議
会
交
流
会

を
開
催
し
、
国
際
の
日
を
制
定
し
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
観
光
歴
史
ソ
ム
リ
エ
を
育

成
し
て
学
校
間
交
流
を
深
め
て
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
、
観
光
歴
史
ソ
ム
リ
エ
育
成
講
座

を
開
設
し
、
接
客
に
優
れ
た
ガ
イ
ド
タ
ク
シ

ー
等
を
認
定
し
た
り
、
日
本
文
化
の
そ
ば
打

ち
道
場
や
友
禅
染
め
体
験
館
等
を
設
置
し
て

段
位
認
定
制
度
等
を
設
け
ま
せ
ん
か
。

　
　
国
際
の
日
と
交
流
会
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
他
は
研
究
し
検
討
し
ま
す
。

　
　
学
校
で
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
手
法
を
使
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
未
来
都
市
展
を
開
催
し
て
建
築
家
等
と

交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
精
神
障
が
い
者
等
の
社
会
復
帰
の

た
め
の
農
園
等
の
協
同
組
合
を
設
立
し
て
国

際
協
同
組
合
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
、
競
争

相
手
の
な
い
未
開
拓
市
場
の
ブ
ル
ー
オ
ー
シ

ャ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
他

は
研
究
し
検
討
し
ま
す
。

　
　
新
学
習
指
導
要
領
で
授
業
時
間
が
増
え

る
の
に
３
学
期
制
に
移
行
す
る
と
不
足
時
間

が
増
え
て
、
２
期
制
で
　
時
間
の
確
保
が
で

４０

き
て
い
た
も
の
が
な
く
な
り
、
教
師
の
負
荷

が
増
え
て
講
師
の
採
用
等
の
人
件
費
が
増
え

ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
が
何
か
あ
り
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
国
の
定
め
た
標
準
授

２１

業
時
間
数
を
超
え
る
授
業
を
既
に
実
施
し
て

お
り
、
行
事
の
見
直
し
や
学
期
の
始
め
と
終

わ
り
の
日
課
を
工
夫
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ

メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
て
よ
り
改
善
さ
れ
た
３

学
期
制
に
統
一
し
ま
す
。
教
職
員
の
多
忙
化

解
消
と
子
ど
も
と
触
れ
合
う
時
間
の
確
保
な

ど
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
人

件
費
等
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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広
中
　
利
臣
　
議
員

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

海
洋
教
育
等
に
つ
い
て

　
牧
野
　
次
郎
　
議
員

内
部
障
害
者
等
の
理
解
に

「
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
」マ
ー
ク
を
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メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
と
国
際
協
同

組
合
年
等
に
つ
い
て

国
際
の
日
設
置
と

観
光
歴
史
ソ
ム
リ
エ
等
に
つ
い
て

３
学
期
制
後
退
等
に
つ
い
て

分
離
分
割
発
注
に
つ
い
て
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にしお

市議会だより

２１ 平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号広報

　
　
市
、
農
協
、
県
と
協
力
し
て
、
野
菜
作

り
栽
培
講
習
会
（
農
業
塾
）
を
平
成
　
年
度

２４

開
設
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
に
あ
る
農
業

や
漁
業
、
工
業
、
観
光
業
が
連
携
し
た
大
型

観
光
販
売
施
設
整
備
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
市
内
に
は
、
憩
の
農
園
、
一
色
さ
か
な

広
場
、
道
の
駅
に
し
お
岡
ノ
山
の
施
設
が
あ

り
、
新
た
な
整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
、
事
業
効
果
を
含
め
適
当
な
場
所
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
ウ
ナ
ギ
の
Ｐ
Ｒ
に
芸
能
人
を
活
用
し
て

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
抹
茶
に
つ
い
て

も
同
様
な
取
り
組
み
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
「
つ
ぼ
イ
ノ
リ
オ
氏
」
の
「
う
な
ぎ
大
使
」

は
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
抹
茶
も

ふ
さ
わ
し
い
方
が
い
れ
ば
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
西
尾
市
の
特
産
品
の
海
外
販
売
へ
の
支

援
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
愛
知
県
が
新
年
度
設
置
の
農
林
水
産
業

国
際
競
争
力
強
化
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図

り
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
耕
作
放
棄
地
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
せ
ん
か
。

　
　
専
業
農
家
へ
の
土
地
集
積
、
就
農
希
望

者
へ
の
農
地
斡
旋
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
農
業
の
活
性
化
に
資
す
る

適
切
な
事
業
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　
　
市
が
把
握
し
て
い
る
跡
地
の
開
発
計
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
　
ユ
ニ
ー
㈱
と
西
尾
Ｓ
・
Ｃ
の
協
同
事
業

で
、
約
２
万
㎡
の
敷
地
に
１
万
３
千
㎡
の
建

築
面
積
で
、
名
古
屋
の
ア
ピ
タ
徳
重
店
を
モ

デ
ル
に
安
城
南
店
よ
り
大
き
い
７
千
坪
の
売

り
場
面
積
と
駐
車
場
は
約
１
千
台
を
確
保
し

た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
は
平
成

　
年
の
春
ご
ろ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

２６　
　
交
通
対
策
、
排
水
計
画
、
騒
音
、
子
ど

も
の
環
境
な
ど
の
問
題
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
騒
音
、
子
ど
も
の
通
学
路
問
題
な
ど
が

当
然
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
関
係
者
と
十
分
調

整
し
、
対
策
を
講
ず
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

　
　
大
型
店
の
売
り
場
面
積
が
飛
躍
し
て
、

市
内
商
業
者
へ
の
影
響
も
大
き
い
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
調
整
を
図
り
ま
す
か
。

　
　
調
整
を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
支
障
が
出
る
よ
う
な
場

合
は
、
市
と
し
て
意
見
、
要
望
等
し
ま
す
。

　
　
西
尾
市
は
、
防
犯
灯
設
置
が
町
内
会
で

補
助
も
低
く
、
地
域
で
格
差
が
生
じ
て
い
ま

す
。
防
犯
灯
の
設
置
基
準
を
見
直
し
て
、
市

の
責
任
で
設
置
す
る
よ
う
検
討
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
問
題
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
現
行

制
度
の
ま
ま
で
進
め
ま
す
。

　
　
建
築
後
　
年
を
経
過
し
た
「
や
す
ら
ぎ

３３

苑
」
の
今
後
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
や
す
ら
ぎ
苑
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
は

耐
震
性
を
満
た
し
た
施
設
で
し
た
。
当
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
数
年
を
目
途
に
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

の
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
愛
知
県
の
指
針
に
よ
り
、
岡
崎
市
、
幸

田
町
、
西
尾
市
で
平
成
　
年
度
末
を
目
途
に

２５

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
一
定
の
方
向
性
を
示

し
ま
す
。

　
　
吉
良
町
公
共
施
設
管
理
協
会
の
解
散
に

よ
り
、
平
成
　
年
度
の
施
設
管
理
は
ど
の
よ

２４

う
に
な
り
ま
す
か
。

　
　
吉
良
地
内
の
公
共
施
設
は
、
管
理
協
会

の
一
括
管
理
か
ら
所
管
課
が
直
接
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
維
持
管
理
レ
ベ

ル
の
低
下
、
費
用
の
ア
ッ
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
国
、
県
は
次
年
度
よ
り
「
新
規
就
農
者

確
保
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
西
尾
市
も
新
規

就
農
者
支
援
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

西
尾
駅
東
「
ミ
カ
」跡
に

ア
ピ
タ
計
画

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
鈴
木
　
正
章
　
議
員

吉
良
地
域
の

公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

町内会が設置、上限２５，０００円で３分の２補助西 尾 市

町内会設置、全額補助豊 田 市市で設置岡 崎 市

町内会設置、全額補助安 城 市市で設置碧 南 市

町内会設置、全額補助☆知 立 市市で設置刈 谷 市

市で設置　　　　みよし市市で設置高 浜 市

☆専用柱設置の場合は３分の２補助、通学路は専用柱も全額補助

西三河９市の防犯灯設置比較

●答 ■問 ●答 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 

■問 ●答 ■問 ●答 

●答 ●答 ■問 ■問 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 

西尾市クリーンセンター
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広広報報平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号 ２２２２

　外国人登録制度の廃止等に伴い、改正するものです。
★外国人登録制度の廃止等に伴う関係条例の整備等条
　例の制定について

　職員を派遣できる団体の名称変更に伴い、改正するも
のです。

★公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたことに伴
い、改正するものです。

★西尾市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
　当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたことに伴

い、改正するものです。
★西尾市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
　償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたことに伴
い、改正するものです。

★西尾市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
　関する条例の一部を改正する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたことに伴
い、改正するものです。

★西尾市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に
　関する条例の一部を改正する条例の制定について

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたことに伴
い、改正するものです。

★西尾市消防団条例の一部を改正する条例の制定につ
　いて

　社会情勢に即するよう措置する必要が生じたことに伴
い、改正するものです。

★西尾市水防団及び警防団に関する条例の一部を改正
　する条例の制定について

　危険物の規制に関する政令の一部を改正する政令が公
布されたことに伴い、改正するものです。

★西尾市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
　の制定について

　障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて
障害保健福祉施策を見直すまでの間において障害者等の
地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律
が公布されたことに伴い、改正するものです。

★西尾市知的障害児通園施設の設置及び管理に関する
　条例の一部を改正する条例の制定について

　障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて
障害保健福祉施策を見直すまでの間において障害者等の
地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律
が公布されたことに伴い、改正するものです。

★西尾市障害者扶助料支給条例の一部を改正する条例
　の制定について

　次期事業運営期間の介護保険料率を設定すること等に
伴い、改正するものです。

★西尾市介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
　ついて

　吉良吉田駅前自転車駐車場を廃止し、吉良吉田駅南自
転車駐車場を新設することに伴い、改正するものです。

★西尾市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例の
　一部を改正する条例の制定について

　西三河都市計画深池内陸工業団地地区計画が都市計画
決定されたことに伴い、改正するものです。

★西尾市地区計画の区域内における建築物制限条例の
　一部を改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律等が公布された
こと等に伴い改正するものです。

★西尾市市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を
図るための関係法律の整備に関する法律等が公布された
ことに伴い、改正するものです。

★西尾市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について

　市道として整備する道路及び寄附された道路を管理す
るため、認定するものです。

★市道路線の認定について

　外国人登録制度の廃止に伴い、規約を変更する必要が
あるため、議会の議決に付すものです。

★愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

　市の債権を効率的、効果的に回収するため、市長にお
いて専決処分することができる事項を指定するものです。

★市長の専決事項の指定の変更について

　暫定的に市長及び副市長の給料を減額するものです。
★西尾市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
　関する条例の特例を定める条例の制定について

　庁舎庁用備品調達における損害賠償請求事件について、
和解するものです。

★和解について

３月定例会で可決された議案
☆人権擁護委員に、新實八重子氏、山本光子氏及び橋本尚道氏の３人を推薦するこ 
　とに同意しました。
☆海外姉妹都市行政視察のため、鈴木亨議員、吉見弘志議員、髙野邦良議員をニュ
　ージーランドのポリルア市、ウェリントン市へ派遣することを議決しました。
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２３ 平平成成２２４４年年５５月月１１６６日日号号広報

■３月定例会に出された請願書

■ホームページ（http：//www.city.nishio.aichi.jp/）で、本会議、委員会の会議録（質問者、回答者のすべての内容）が

　閲覧できます。

室

集

編

　
田
植
え
の
時
節
を
迎
え
、
野
山
は
若
葉

が
茂
り
、
遅
か
っ
た
春
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
合
併
後
、
何
も
か
も
が
初
め
て
の
議
会

体
制
に
お
い
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
旧
３
町
の
議
員
は
、

我
が
郷
土
の
想
い
を
全
面
に
出
し
て
の
一

般
質
問
等
々
を
行
っ
て
み
え
る
の
で
、
そ

の
想
い
を
的
確
に
市
民
の
皆
様
に
伝
え
な

け
れ
ば
と
の
想
い
か
ら
、
私
は
、
一
言
一

句
誤
り
の
な
い
よ
う
編
集
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
自
分
の
想
い
は
自
由
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
て
も
、
人
の
想
い
を
正
確
に

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
結
び
に
、
こ
の
１
年
間
、
自
分
と
の
戦

い
で
何
と
か
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
満
足
の
一
年
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
会
テ
レ
ビ
中
継
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

放
送
日

６
月
５
日（
火
）（
６
月
４
日
 一
般
質
問
）

６
月
　
日（
月
）（
６
月
７
日
 一
般
質
問
）

１１

６
月
　
日（
火
）（
６
月
８
日
 一
般
質
問
）

２６

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ「
キ
ャ
ッ
チ
」

デ
ジ
タ
ル
　

１
０
７
Ｃ
Ｈ
で
放
映

　【
放
送
開
始
時
間
】

い
ず
れ
も
　
時
か
ら
で
す
。

１８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
を
見
て
み
よ
う

　
西
尾
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
（
金
）本
　

会
　

議

　
　
４
日
（
月
）本
　

会
　

議

　
　
７
日
（
木
）本
　

会
　

議

　
　
８
日
（
金
）本
　

会
　

議

　
　
　
日
（
火
）厚

生

委

員

会

１２

　
　
　
日
（
水
）文

教

委

員

会

１３

　
　
　
日
（
木
）経

済

建

設

委

員

会

１４

　
　
　
日
（
金
）企

画

総

務

委

員

会

１５

　
　
　
日
（
月
）本
　

会
　

議

２５

　
　
開
会
時
間
は
午
前
　
時
で
す
。

１０

　
　
　
＊
本
会
議
は
議
場

　
　
　
＊
委
員
会
は
第
一
委
員
会
室

　
６
月
定
例
市
議
会

　
　
開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

西尾市高畠町１丁目１４番地１
全日本年金者組合愛知県本部
西尾支部長　嶋村直彦

★年金２．５％の削減をやめる請願書
★年金支給年齢の引き上げをやめる請願書
★総ての高齢者に３．３万円の年金を支給する請願書

不採択

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

◎
　
小
林
　
敏
秋
　
○
　
稲
垣
　
一
夫

　
　
松
井
晋
一
郎
　
　
　
前
田
　
　
修

　
　
鈴
木
　
正
章
　
　
　
颯
田
　
栄
作

　
　
鈴
木
　
規
子
　
　
　
広
中
　
利
臣

西
尾
市
議
会
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
電
　
話
　
　
―
２
１
１
１

56

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
―
０
３
１
１

54

　一般会計補正予算（第７号）・国民健康保険特別会計補
正予算（第４号）・公共下水道事業特別会計補正予算（第６
号）・農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）・介護
保険特別会計補正予算（第５号）・後期高齢者医療特別会
計補正予算（第３号）・佐久島診療所事業特別会計補正予
算（第３号）・病院事業会計補正予算（第３号）

★平成２３年度３月補正予算

　一般会計予算・国民健康保険特別会計予算・公共下水
道事業特別会計予算・農業集落排水事業特別会計予算・
介護保険特別会計予算・後期高齢者医療特別会計予算・
佐久島診療所事業特別会計予算・病院事業会計予算・水
道事業会計予算・渡船事業会計予算

★平成２４年度当初予算

　西尾市固定資産評価員に小瀧和博氏の選任について同
意を求めるものです。

★西尾市固定資産評価員の選任の同意について

　地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部を
改正する法律等が公布されたこと並びに市県民税、固定
資産税及び都市計画税の前納報奨金の廃止に伴い改正す
るものです。

★西尾市市税条例の一部を改正する条例の制定について

　地方税法の一部を改正する法律等が公布されたことに
伴い改正するものです。

★西尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
　制定について

■４月臨時会で可決された議案



幡豆地区

幡豆 い き い き セ ン タ ー

吉良地区

吉良保健センター

一色地区

一色健康センター

西尾地区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 ２３年６月１日～１５日生……■日 ６月１４日昭
■対 ２３年６月１６日～３０日生……■日 ６月２８日昭
■受 午後１時～１時１５分　　　　　　　　　
※場所…吉良保健センター　　　　　　　

■対 ２３年６月１日～１８日生…■日 ６月１４日昭
■対 ２３年６月１９日～３０日生…■日 ６月２８日昭
■受 午後１時～２時

１歳児育児相談
■内 育児・歯科相談　■持 母子健康手
帳、受診票、歯ブラシ

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ６月６日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ６月２０日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ６月２７日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後４か月までのお子さん
■日 ６月１２日昇・２９日晶
■受 午前９時３０分～１１時３０分

おめでとう相談
■内 身体計測、母乳・育児相談など
■持 母子健康手帳、バスタオル

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ６月６日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ６月２０日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ６月２７日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１歳未満のお子さん
■日 ６月１４日昭
■受 午前９時３０分～１１時３０分

赤ちゃんひろば
■内 親子遊びや育児の話、育児相談
■持 母子健康手帳、バスタオル

■日 ６月１５日晶
■受 午前９時３０分～
１１時

■日 ６月４日捷
■受 午後１時３０分～
２時３０分

■日 ６月８日晶
■受 午前９時３０分～
１１時

■日 ６月１８日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分
※医師による健康相談は午後２時から

健康相談

▼育児相談…■内 乳幼児の発達や育
児の悩み　■持 母子健康手帳　 ▼一
般相談…■内 健康や栄養など全般

●ふたごの母の会　　　　　　　　
■対 多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦
■日 ６月６日昌　　　　　　　　　　
■受 午前１０時～正午　　　　　　　　
■持 昼食または昼食代（ ４ ０ ０ 円程度）
※場所…吉良保健センター　　　　

●さくらんぼクラブ
■対 多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦
■日 ６月１９日昇
■受 午前１０時～１１時３０分

多胎児の会
■内 育児相談や母親同士の交流など
■申 初めての方は電話で各問合先へ
（地区に関係なく参加可）

■対 就園前のお子さんとその祖父母
■日 ６月１８日捷　　　　　　　　　
■受 午前１０時～正午　　　　　　　
■持 昼食（おにぎり、お茶）　　　
※場所…吉良保健センター　　　

祖父母会
■内 孫の育児をしている祖父母の交
流、孫との遊び、育児相談
■申 初めての方は電話で吉良保健セ
ンターへ

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）　　　
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時
※場所…吉良保健センター　　　　　　

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時

保健相談
■内 健康に関することの相談全般

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）　　
■受 午前８時３０分～午後５時。ただし、
妊婦相談は正午まで。　　　　　　　
※場所…吉良保健センター　　　　　

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～午後５時。ただし、妊
婦相談は正午まで。

母子健康手帳交付と
妊婦相談
■内 母子健康手帳の交付と妊娠中の
相談全般　■持 妊娠届出書

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、お問い合わせください。
●１歳児育児相談、おめでとう相談、赤ちゃんひろば、健康相談は申し込み不要です。

■対 対象　■日 日時
■受 受付時間　■内 内容
■持 持ち物　■注 注意
■申 申込方法　■そ そのほか
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◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方
一色地区…一色町にお住まいの方
吉良地区…吉良町にお住まいの方
幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町にお住まいの方

６
Guia de saúde e Puericultura

２５ 平成２４年５月１６日号広報

一色・吉良・幡豆地区

吉良保健センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 妊婦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　■日 ①６月８日晶…■内 講話５「楽しい赤ちゃんとの生活」　　　　　　　　　　

　　②６月１５日晶…■内 講話１「お腹の赤ちゃんに優しい食事」、調理実習
③６月２９日晶…■内 講話２「マタニティライフを快適に」　　　　

■受 午前９時４５分～１０時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　■申 ①③は事前申し込み不要。②は教室開催日の前週の金曜日までに、電　　　

話で西尾市保健センターへ。　　　　　　　　　　　　　　　　
※場所…西尾市保健センター　　　　　　　　　　　　　　　　

マタニティクラス
■内 マタニティサロン、講話など

■対 生後３～４か月児の保護者……４か月児健診日
■対 ２３年１１月生まれのお子さんの保護者……………
　………………………………………■日 ６月２１日昭
■受 午前９時３０分～９時５０分
■申 ４か月児健診で申し込みください。健診日以降
は電話で吉良保健センターへ。

■対 生後４～５か月児の保護者………■日 ６月６日昌
■対 生後６～８か月児の保護者………■日 ６月２０日昌
■受 午前９時３０分～１０時
■申 教室開催日の前週の金曜日までに、電話で西尾
市保健センターへ。

離乳食教室
■内 離乳食についての話

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。
●母子健康手帳を必ず持参してください。

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、１週間前までに連絡してください。
●１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健診の際、希望者にはフッ素塗布を実施します。
●事前に配布した各健診問診票は記入してきてください。お持ちでない方は連絡してください。

幡 豆 地 区

幡 豆い き い き セ ン タ ー

吉 良 地 区

吉良保健センター

一 色 地 区

一色健康センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

※６月は実施しま
せん。

■対 ２４年２月生
■日 ６月２０日昌
■受 午後１時～１時
１０分
■そ 離乳食教室（前
期）も実施します

■対 ２４年２月生
■日 ６月２７日昌
■受 午後１時～１時
１０分
■そ 離乳食教室（前
期）も実施します

■対 ２４年２月１日～１１日生…■日 ６月１日晶
■対 ２４年２月１２日～２２日生…■日 ６月８日晶
■対 ２４年２月２３日～２９日生…■日 ６月１５日晶
■受 午後１時～１時３０分
※第１子のお子さんは午後１時１５分まで
にお越しください。

４か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、バスタ
オル１枚、替えのおむつ

※６月は実施しま
せん。

※６月は実施しま
せん。

■対 ２２年１０・１１月生
■日 ６月１２日昇
■受 午後１時～２時

■対 ２２年１０月１日～１２日生…■日 ６月６日昌
■対 ２２年１０月１３日～２１日生…■日 ６月１３日昌
■対 ２２年１０月２２日～３１日生…■日 ６月２０日昌
■受 午後１時～２時

１歳６か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

※６月は実施しま
せん。

■対 ①２１年１０月生
　②２２年４月生
■日 ６月１８日捷
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２１年１０月生
　②２２年４月生
■日 ６月１９日昇
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２１年１０月１日～１５日生
　②２１年１０月１６日～３１日生
　③２２年４月１日～１５日生
　④２２年４月１６日～３０日生
■日 ①②６月１１日捷　③④６月２５日捷
■受 ①③午後１時～２時　②④午後１時３０
分～２時３０分

２歳児歯科健診

■持 母子健康手帳、受診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

■対 ２１年２・３月生
■日 ６月１５日晶
■受 午後０時５０分～
１時３０分

■対 ２１年２月生
■日 ６月２２日晶
■受 午後０時５０分～
１時３０分

■対 ２１年２月生
■日 ６月８日晶
■受 午後０時５０分～
１時３０分

■対 ２１年２月生
■日 ６月５日昇・１２日昇・１９日昇
■受 午後０時５０分～２時

３歳児健診

■持 母子健康手帳、受診票、目と耳
のアンケート、歯ブラシ

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ６月４日捷　　　　　　　　
■受 午後１時３０分～２時３０分　　
※場所…吉良保健センター　　

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ６月１８日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分

妊産婦歯科健診

■持 母子健康手帳、歯ブラシ

■注 暴風警報や東海地震注意情報（警戒宣言）が発令している場合は次のとおりです。▲

午前の事業…午前８時の時点で発令中の場合は中止します。　

▲

午後の事業…午前１１時の時点で発令中の場合は中止します。
　※代替日などはお問い合わせください。
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■対 対象　■受 受付時間
■持 持ち物　■注 注意　
■費 費用　■そ そのほか

場所…指定医療機関◆全地区
そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ １期初回対象者には生後２か月頃に、予診票と個別接種依
頼書を郵送します。指定医療機関へ予約をして生後３か月
から接種してください。２３年８月生まれ～７歳半未満で接
種が済んでいない方は、お問い合わせください。
　１期追加対象者には予診票と個別接種依頼書を西尾地区は
郵送で、一色・吉良・幡豆地区は吉良保健センターでお渡
しします。指定医療機関へ予約をして接種してください。
１期初回３回接種終了後、１年経過している７歳半未満で
追加接種が済んでいない方は、お問い合わせください。

●１期初回
　■対 ２４年３月生
●１期追加
　■対 ２２年７月生

ジフ テ リ ア  百日せ き 破 
傷 風 混 合（DPT）

■そ １期対象者には１歳の誕生日前後に予診票と個別接種依頼
　書をお渡しします。指定医療機関へ予約をして期限内に接
種してください。対象以前に生まれた２歳未満の子で予診
票などを持っていない方は、お問い合わせください。
　２期～４期対象者には４月に予診票と個別接種依頼書を郵
送しました。指定医療機関へ予約をして期限内に接種して
ください。予診票が届かない方はお問い合わせください。

■注 ４期対象者のうち、２３年度中に既に１回接種が済んでいる
方は対象外です。

●１期
　■対 ２３年５月生
●２期
　■対 １８年４月２日～１９年４月１日

生（年長児相当）
●３期
　■対 １１年４月２日～１２年４月１日

生（中学１年生）
●４期
　■対 ６年４月２日～７年４月１日

生（高校３年生相当）

麻しん風しん混合
（MR）

■そ 対象者には４月に予診票と個別接種依頼書を郵送しました。
指定医療機関へ予約をして期限内に接種してください。予
診票が届かない方はお問い合わせください。

　■対 １２年４月２日～１３年４月１日
生（小学６年生）

ジフテリア・破傷風
混合（DT２期）

■そ 希望者は９月１４日晶までに、西尾地区は電話で西尾市保健
センター、一色・吉良・幡豆地区は直接吉良保健センター
へ。申し込み後、同センターから予診票と個別接種依頼書
を郵送しますので、指定医療機関で接種してください。
■注 申し込み時に日本脳炎の接種歴が必要ですので、母子健康
手帳をご用意ください。

　■対 年長児相当～高校２年生相当
で１期３回接種が済んでいな
い方

日本脳炎
（１期未完了者）

　■対 ９歳～高校２年生相当で１期
３回接種が済んでいる方

日本脳炎（２期）

日　時　な　ど対  象内　　　容

▼中央児童館（緯５７・５６６１）

７日昭・２１日昭
午前１０時３０分～１１時

０～３歳【親子であそぼう】親子リズム

１４日昭・２８日昭
午前１０時３０分～１１時

０～３歳
【親子であそぼう】
積み木であそぼう

１５日晶～１７日掌どなたでも世界のカブトムシ＆クワガタ展

１６日松　午後２時～２時３０分小学生【いっしょにあそぼまい】笹飾り作り

▼幡豆児童館（緯６３・０１３１）

６日昌・２０日昌
午前１０時３０分～１１時３０分

０～３歳
【ちびっこ集まれ】
親子リズムとお話

１２日昇
午前１１時３０分～１１時５０分

０～３歳
【ちびっこ集まれ】
にこにこクラブ

１３日昌
午前１０時３０分～１１時３０分

０～３歳
【ちびっこ集まれ】
アロマセラピー

１６日松　午後１時３０分～３時
※定員１５人、要予約。

小学生父の日のプレゼント作り

日　時　な　ど対  象内　　　容

▼一色児童センター（緯７４・２８００）

６日昌　午前１０時３０分～１１時０～３歳【ちびっこ集まれ】歯みがき指導

１０日掌
午前１０時３０分～１１時３０分

３歳～小学生
【サンデーパパ】
じゃがいも掘り

１３日昌　午前１０時３０分～１１時０～３歳【ちびっこ集まれ】リズム遊び

１６日松　午後２時～３時３歳～小学生父の日のプレゼント作り

２０日昌　午前１０時３０分～１１時０～３歳【ちびっこ集まれ】手作りおもちゃ

▼吉良児童館（緯３２・１１９１）

７日昭　午前１０時３０分～１１時０～３歳【ちびっこ集まれ】親子体操

９日松　午後１時３０分～３時
※定員１０人、要予約。

小学生
【わくわくキッズ】
父の日のプレゼント作り

１４日昭　午前１０時３０分～１１時０～３歳【ちびっこ集まれ】読み聞かせ

２３日松　午後１時３０分～３時
※要予約。

小学生
【わくわくキッズ】
リズムにのってあそぼう

●就学前のお子さんが参加する場合は、保護者同伴でお越しください。
●詳細は各施設に、直接お問い合わせください。
●児童館全般については、子育て支援課こども福祉担当まで。

６



６

２７ 平成２４年５月１６日号広報

Guia de Vacina Preventiva
◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方

一色地区…一色町にお住まいの方

吉良地区…吉良町にお住まいの方
幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町にお住まいの方

全地区……市内にお住まいの方　　　　　　　　

　お住まいの地区のセンターで予防
接種を受けてください。都合により
受けられない場合は、１週間前まで
に各問合先に連絡してください。
　午前１１時の時点で暴風警報や東海
地震注意情報（警戒宣言）が発令中
の場合は、中止します。代替日など
はお問い合わせください。
■受 午後１時５５分～２時４０分
　※番号札は午後１時から配布。
■持 母子健康手帳、予診票
■注 ①予防接種手帳の中の該当する予
防接種の予診票に記入の上、持参

してください（検温は会場で行い
ます）　②母子健康手帳を忘れた
場合は接種できません　③「予防
接種と子どもの健康」をよく読ん
で受けてください　④転入者は各
地区のセンターにお問い合わせく
ださい。
■費 無料
■そ はしか、水ぼうそう、とびひ、水
いぼなどの感染症や発熱中のお子
さんは、ほかのお子さんに感染す
る恐れがありますので、健診や予
防接種を受けることができません。

そ　の　他場　　所対 象 年 齢 ・ 期 日 な ど対象地区予 防 接 種 名

６か月未満で接種が
済んでいない子は、
お問い合わせくださ
い。

西尾市保健センター
　■対 ２４年２月１６日～２９日生………６月６日昌
　■対 ２４年３月１日～１５日生………６月１９日昇

西尾地区

ＢＣＧ 吉良保健センター　■対 ２４年２月１６日～２９日生………６月１日晶一色・吉良
・幡豆地区 一色健康センター　■対 ２４年３月１日～１５日生………６月１８日捷

７歳半未満で接種が
済んでいない子は、
お問い合わせくださ
い。

西尾市保健センター
　■対 ２３年８月生（２回目）………６月５日昇
　■対 ２３年９月生（１回目）………６月２０日昌
　■対 ２３年１０月生（１回目）………６月２９日晶

西尾地区

ポリオ
（急性灰白髄炎） 吉良保健センター　■対 ２３年７月生（２回目）………６月６日昌

一色・吉良
・幡豆地区

幡豆いきいきセンター　■対 ２３年８月生（２回目）………６月２１日昭

一色健康センター　■対 ２３年９・１０月生（１回目）…６月２６日昇

対象者には案内を郵
送しています。接種
日に都合の悪い方は
お問い合わせくださ
い。

西尾市保健センター

●１期初回
　■対 ２０年１０月生（１回目）………６月１日晶
　■対 ２０年１１月生（１回目）………６月４日捷
　■対 ２０年１０月生（２回目）………６月１２日昇
　■対 ２０年１２月生（１回目）………６月１３日昌
　■対 ２１年１月生（１回目）………６月１５日晶
　■対 ２１年２月生（１回目）………６月１８日捷
　■対 ２０年１１月生（２回目）………６月２１日昭
　■対 ２０年１２月生（２回目）………６月２６日昇
　■対 ２１年３月生（１回目）………６月２７日昌

西尾地区

日本脳炎（１期）

一色健康センター

●１期初回
　■対 ２０年１１月～２１年４月１日生（１回目）…
　　…………………………………６月４日捷
　■対 ２０年１１月～２１年４月１日生（２回目）…
　　…………………………………６月２０日昌

一色地区

吉良保健センター

●１期初回
　■対 ２０年８～１１月生（１回目）…６月１１日捷
　■対 ２０年１２月～２１年４月１日生（１回目）…
　　…………………………………６月１３日昌
　■対 ２０年８～１１月生（２回目）…６月２５日捷
　■対 ２０年１２月～２１年４月１日生（２回目）…
　　…………………………………６月２９日晶

吉良地区

※４月から「ジフテリア百日せき破傷風混合」予防接種は、個別接種に変更になりました。



※西尾警察署の「困りごと相談緯５７・０１１０」や名古屋法務局西尾支局の「人権相談緯５７・２６２２（毎週水曜日・木曜日、午前１０時～午後４時）」、
　西三河県民生活プラザの「法律相談緯０５６４・２７・０８００（西三河総合庁舎１階、毎週水曜日、午後１時～３時、要予約）」もご利用ください。

●●相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです。。
●問合先に電話番号の記載のないものは西尾市役所●問合先に電話番号の記載のないものは西尾市役所（（緯緯５６・２１１１５６・２１１１）へ。）へ。
●市役所●市役所のの市民課市民課・収納課・子ども課・・収納課・子ども課・福福祉課には祉課にはポルトガル語を話せる職ポルトガル語を話せる職員員（臨（臨
時職員時職員））がいますがいます。。６６

問   合   先主　な　相　談　内　容場　所日　　　  時相　 談

保 険 年 金 課 国 民 年 金 担 当
厚生年金・国民年金について。※受け
付け状況により、相談時間終了前でも
受け付けを終了する場合があります。

市役所多目的室 Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

市役所多目的室 Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

吉良支所第１会議室

市役所多目的室 Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

午前１０時～正午
午後１時～３時
※受け付けは午前８時
３０分から。

６月８日晶

　・２０日昌

　・２２日晶

　・２９日晶

年金相年金相談談

企画政策課行政評価委員会市施策で申立人の利害に関する苦情市役所１１相談室午後１時３０分～３時６月４日捷・１８日捷行政評価苦行政評価苦情情申立申立

商 工 観 光 課 商 工 観 光 担 当
悪質商法や消費者トラブル、多重債務
問題。※電話相談 可。多重債務問題は
面談のみ 。

市役所１１相談室
※ ４ 日 捷 ・１８ 日 捷 の 午 
後 は 市 役 所 １３ 相 談 室 。

午前９時～正午
午後１時～４時

毎週月・木曜日消費生活相消費生活相談談

商 工 観 光 課 商 工 観 光 担 当労働条件、解雇、賃金などの労働問題市役所１１相談室午後１時～４時６月１９日昇労働相労働相談談

市民課窓口担当土地などの売買や相続など市役所１１相談室午後１時～４時６月１３日昌登記相登記相談談

市民課窓口担当
法律的専門知識を有する相談。※予約
制で各５人まで。予約は５月１６日昌か
ら市民課窓口担当へ。

寺 津ふ れ あ い セ ン タ ー

市役所１１相談室

市役所１１相談室

一色支所第１会議室

幡豆支所第２会議室

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２ 

午後１時３０分～４時

６月２日松

　・５日昇

　・１２日昇

　・１４日昭

　・２１日昭

　・２８日昭

市民特別法律相市民特別法律相談談

市民課窓口担当
紛争の目的の価格が １ ４ ０ 万円以下の民
事相談。※予約制で５人まで。予約は
５月１６日昌から市民課窓口担当へ。

市役所１１相談室午後１時３０分～４時６月８日晶司法書司法書士士法律相法律相談談

市民課窓口担当行政全般に対する苦情や要望市役所１１相談室午前１０時～正午６月８日晶行政相行政相談談

市民協働課市民協働担当

スペイン語、ポルトガル語による生活
上、行政上の相談市役所１１相談室午後１時～４時６月１日晶・１５日晶外国人相談 外  国  人  相  談 

がいこくじんそうだがい こく じん そう だんん

西尾市 保健 セ ン タ ー（緯
５７ ・０６６１）、 吉 良 保 健 セ 
ン ター（緯３ ２ ・ ３００ １ ）

心の悩みを抱える方やその家族からの
相談。※予約制。予約は電話で各問合
先か福祉課自立支援担当へ。

吉良保健センター

西尾市保健センター
午後１時～５時

６月５日昇

　・２１日昭
こころの健康相こ こ ろ の健康相談談

家庭児童支援課要保護
児童担当（緯５６・３１１３）

就園前のお子さんの発達や、育児全般、
児童虐待について。※面接相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児・虐育児・虐待待相談相談

家庭児童支援課ＤＶ相
談担当（緯５６・３１１３）

配偶者などからの暴力に関する相談。
※面接相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日ＤＶ相ＤＶ相談談

収納課徴収担当市 税 の 納 税 に 関 す る 相 談 （ 夜 間 ） 。納 税 も 可市役所収納課午後６時～８時６月２１日昭市税夜間納税市税夜間納税相相談談

収納課徴収担当市税の納税に関する相談。納税も可市役所行政情報ｺーﾅー午前８時３０分～正午６月２４日掌市税納税相市税納税相談談

市民課窓口担当
いじめ、嫌がらせ、虐待、差別、セク
ハラ、ＤＶなどの日常生活における心
配ごとや悩みごと

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２ 

幡豆 い き い き セ ン タ ー

午後１時３０分～４時　
※受け付けは午後 ３時
３０分まで。

６月１日晶

　・１５日晶
人権相人権相談談

市民課窓口担当

主な相談内容は上記の人権相談と同じ
（弁護士同席）。※予約制。予約は各
開催日の前日までに電話で名古屋法務
局西尾支局（緯５７・２６２２）へ。

一色支所第１会議室

総合福祉センター
午後１時３０分～４時

６月８日晶

　・１６日松
人権法律相人権法律相談談

家庭児童支援課児童相
談担当（緯５６・０３２４）

児童の性格や家族関係、学校生活など
の電話・面接相談（予約も可）。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課
※土曜日は多目的室Ａ。

午前９時～午後４時
※土曜日は正午まで。

日曜日・祝日を除く
毎日

児童相児童相談談

西三河福祉相談センタ
ー（緯０５６４・２７・２７７９）

療育手帳の新規交付・再判定に関する
こと。事前に予約が必要 

総合福祉ｾﾝﾀー相談室

吉良保健センター

総合福祉ｾﾝﾀー相談室

午前１０時～午後３時

６月７日昭

　・１４日昭

　・２１日昭

児童巡回相児童巡回相談談

家 庭 児 童 支 援 課 母 子 担 当
母子家庭の困りごとや自立生活に関す
ること

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日母子家庭相母子家庭相談談

福祉課社会福祉担当内職の紹介と事業所の登録総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前１０時～午後３時毎週金曜日内職相内職相談談

福祉課障害者福祉担当知的障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第２水曜日知的障害者相知的障害者相談談

福祉課障害者福祉担当身体障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第１・第４月曜日身体障害者相身体障害者相談談

市社会福祉協議会総務
課（緯５６・５９００）

結婚相手の紹介。※申込金 ５ ０ ０ 円と写
真２枚が必要。

総合福祉ｾﾝﾀー相談室午後１時～３時
毎週火曜日と毎月第
１・第３日曜日

結婚相結婚相談談

児童・生徒 支援 セ ン タ ー
（緯５７・０５５５

／緯７３・４５７２）

児童・生徒の心配ごとや小学校入学に
関する悩みごとなど。※面接相談可。

働く婦人の家
／一色健康センター

午前９時～午後５時
／午前９時～午後４時

毎週月～金曜日
児児童童・・生生徒徒
心配ごと相心配ごと相談談

子育て支援センター
（緯５７・2602）

就学前のお子さんのしつけ、生活習慣、
心配ごとなど

子育て支援センター
（八ツ面保育園内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児相育児相談談

広広報報平成２４年５月１６日号 ２２８８
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２９ 平成２４年５月１６日号広報

住み直す
ものと心の整理整頓、この先に向かうために
著…井上由季子、文…村松美賀子／文藝春秋

　「住み直す」とは、

暮らしと生き方の整理

整頓をすること。著者

は、家族のつながりを

大事にするために「住

み直し」を決断しまし

た。今、何が大事か、

自分の心と向き合って

１４

全館共通　４日捷・１１日捷・１８日捷・２５日捷
各館　西尾市立図書館（緯５６・６２００）…２１日昭
　　　一色学びの館（緯７２・３８８０）…なし
　　　吉良図書館（緯３２・３４００）…なし
　　　幡豆図書館（緯６２・６５８８）…なし

６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののの

休休休休休休休休休休休休休休館館館館館館館館館館館館館館休館日日日日日日日日日日日日日日日

みませんか。

タ　イ　ト　ル日　　時対　象館　名

そんごくう９日松　午前１１時小学生以下

西尾市立図書館
デーヴ９日松　午後２時３０分中学生以上

うずらちゃんのかくれんぼ２３日松　午前１１時小学生以下

アイラブユー２３日松　午後２時３０分中学生以上

父と暮らせば２３日松　午前１０時中学生以上

一色学びの館 ヤドカシ不動産／あなぐま
のクリーニングやさん

２３日松　午後２時小学生以下

ルーニーテューンズ　バックスバニー１６日松　午後１時３０分小学生以下
吉良図書館

きっとわすれない１６日松　午後２時３０分中学生以上

みんなだいすきミッキー！２日松　午前１１時小学生以下
幡豆図書館

ウイニング・パス２日松　午後２時中学生以上

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼西尾市立図書館

２日松　午前１１時園児・小学生おはなし会きらら

１２日昇・２６日昇　午前１０時３０分０～４歳児おはなしドキドキ

毎週水曜日　午後３時３０分どなたでも水曜おはなし会

１４日昭・２８日昭　午後３時３０分０～２歳児よちよちさんのおはなし会

１日晶・１５日晶　午前１０時３０分０～３歳児ピヨピヨおはなし会

２３日松　午前１０時３０分園児・小学生伝承あそび

▼一色学びの館

２日松・９日松　午前１０時３０分

１６日松　午後３時
園児・小学生土曜日のおはなし会

１４日昭　午前１１時２～３歳児めそっこランド

２１日昭　午前１１時０～１歳児ラッコランド

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼吉良図書館

６日昌・２０日昌　午前１０時３０分０～４歳児おはなしキラキラ

１３日昌・２７日昌　午前１０時３０分２～４歳児ひよこランド

３日掌　午前１０時３０分園児・小学生よみきかせ会

２０日昌　午後４時３０分園児・小学生おはなしくるりん

９日松　午前１０時３０分園児・小学生土曜お話し会

▼幡豆図書館

１０日掌・２４日掌　午前１０時３０分園児・小学生よみきかせ

２６日昇　午前１０時４５分０～１歳児いちごおはなし会

５日昇　午前１０時４５分２～３歳児おはなしぴょーん

１６日松　午前１１時園児以上はずっこおはなし会

　
４
月
に
宿
泊
滞
在
型
農
業
体
験

施
設
「
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
」
が
島
の
西
地
区
を
通
る
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
島
外
の
方
が
ラ
ウ
ベ
と

呼
ば
れ
る
宿
泊
施
設
に
滞
在
し
、

農
作
業
を
楽
し
み
な
が
ら
島
民
と

交
流
を
図
る
施
設
で
す
。

　
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の

敷
地
内
に
は
、
ア
ー
ト
の
島
ら
し

く
ア
ー
ト
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
入
り
口
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル

が
目
を
引
く
案
内
看
板
を
は
じ
め
、

同
じ
く
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
椅
子

や
日
時
計
、
小
さ
な
花
が
咲
く
お

庭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
管
理
棟
の
前
に
立
つ
時
計
塔
は
、

現
場
か
ら
出
た
石
を
積
み
上
げ
て

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
座
り

辺
り
を
見
回
し
て
い
る
の
は
、
ブ

ロ
ン
ズ
彫
刻
の
シ
ン
ボ
ル
像
「
ク

ラ
イ
ン
バ
ウ
ワ
ー
く
ん
」
で
す
。

彼
は
、
来
園
者
に
時
間
を
教
え
て

く
れ
る
時
計
と
農
業
体
験
施
設
を

表
す
ク
ワ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
っ
て

き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
。
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
施
設
も
新
設
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
、
島
の
ア
ー
ト
作
品
に
ふ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
ア
ー
ト

　【
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
ア
ー
ト
】】

【
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
申
込
・
問
合
先
】
　
佐
久
島

　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
（
緯
　
・
１
２
２
３
）

７９

【
佐
久
島
公
式
サ
イ
ト
】
 h

ttp
:/
/
w
w
w
.ja
p
a
n
-

n
et.n
e.jp
/
~b
en
ten

【
問
合
先
】
佐
久
島
振
興
課
（
緯
　
・
９
６
０
７

７２

　
／
一
色
支
所
内
）

▲

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
松
岡
徹
氏
の
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
「
ク
ラ
イ
ン
バ
ウ
ワ
ー
く
ん
」

が
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
中
心

で
時
間
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

▲懐かしさを感じさせるモザイクタイ
ルで作成された佐久島クラインガルテ
ンの案内看板。



広報平成２４年５５月１６日号 ３０

　抹茶の原料となるてん茶の生産量が日本一の西尾。５月の中旬はお

茶摘みの最盛期です。市内の中学校などでは勤労体験学習として「学

校茶摘み」も始まり、出勤時間にはクラス毎に自転車で茶園に向かう

学生たちをたくさん目にします。その光景を見ると、私も２０数年前の

学生時代に体験した事が懐かしく思います。真っ先に思い出される言

葉は「チョチョガリ」。お茶摘み経験者なら一度は聞いたことがある

のでは。チョチョガリはしないようにね！　（ヒデ）
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（吉良町）
平成２２年５月生まれ

兒玉  蒼  空 くん
そ ら

動物が大好きな蒼空く
ん竃元気で優しい子に
育ってね☆

（斉藤町）
平成２２年１０月生まれ

徳山  愛  奈 ちゃん
あい な

ニコニコ笑顔の愛ちゃ
ん☆いつまでも妃奈お
姉ちゃんと仲良くね！

（吉良町）
平成２１年１１月生まれ

巻田  浩  希 くん
こう き

すてきな笑顔で癒やし
てくれる浩くん。わん
ぱくに育ってね！

（新在家町）
平成２２年５月生まれ

鈴木  安  珠 ちゃん
あん じゅ

おちゃめな安珠☆いつ
も笑顔をありがとう竃
明るく元気に育ってね。

（寺津町）
平成２２年１１月生まれ

稲垣 ひよりちゃん

ひよちゃん生まれてき
てくれてありがとう竃
優しい子になってね錘

（下矢田町）
平成２２年１１月生まれ

伊澤  真  虎 くん
まさ とら

いつもニコニコ笑顔の
とらくん竃その笑顔は
わが家の太陽です竃

（徳永町）
平成２２年１１月生まれ

羽佐田  佳  穂 ちゃん
か ほ

佳穂のかわいいしぐさ
や笑顔に毎日癒やされ
てるよ。ありがとう竃

（米津町）
平成２１年１１月生まれ

松本  隆 
りゅう

 太  郎 くん
た ろう

食べること大好き隆太
郎☆これからも元気い
っぱい遊ぼうね！

●内科・小児科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　　　　　　午後１時～４時３０分

　診療時間　午前９時～正午

　　　　　　午後１時～５時

●歯科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　診療時間　午前９時～正午

西尾市休日診療所　緯５５・０８００
熊味町小松島１２（西尾市保健センター西隣）

●休日・時間外の相談

▼救急医療情報センター（緯５４・１１３３）…２４時間対応で相談
・受診可能な医療機関を紹介します。

▼小児救急電話相談（緯♯８０００、緯０５２・９６２・９９００）…夜間、
子どもの急病について相談に応じます。
※相談時間は午後７時～１１時。

◆持ち物　健康保険証、医療費受給者証、診療費など

６
診療時間：午前９時～正午、午後１時～5時在宅当番医

３３日日掌掌 （産婦・内）
若松町　緯５６・３２４５

山田産婦人科

１１００日日掌掌 （精・心療内科）
錦城町　緯５５・００７１

こころのクリニック西尾

１１７７日日掌掌 （眼）
 矢曽根町赤地　 緯５６・３３０８

加藤眼科医院

２２４４日日掌掌 （内・胃腸・外・整・循・泌・肛）
一色町赤羽　緯７２・１７０１

高 須 病 院


